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多
く
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
、
研
究
者
た
ち
は
、
短
期
間
と
は
い
え
ロ
シ
ア
人
た
ち

が
沖
縄
島
、
当
時
の
言
葉
で
は
大
リ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
島
に
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と

に
ほ
と
ん
ど
注
意
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
。
キ
リ
ー
ル
・
エ
ヴ
ゲ
ー
ニ
ェ
ヴ
ィ
チ
・

チ
ェ
レ
フ
コ
【
長
く
ロ
シ
ア
外
務
省
に
勤
め
た
日
露
関
係
史
の
専
門
家
】
で
す
ら
一
言

も
言
及
が
な
い
。
エ
ス
フ
ィ
リ
・
ヤ
コ
ヴ
レ
ヴ
ナ
・
フ
ァ
イ
ン
ベ
ル
グ
は
、
そ
の
研
究

書
の
半
頁
を
こ
の
問
題
に
対
す
る
回
答
に
割
い
て
い
る
が
、
沖
縄
島
に
ア
メ
リ
カ
艦

隊
が
逗
留
し
た
こ
と
、
マ
シ
ュ
ー
・
ケ
ル
ブ
レ
イ
ト
【
カ
ル
ブ
レ
イ
ス
】・
ペ
リ
ー
（
一

七
九
四
―
一
八
五
八
）
が
「
琉
球
島
を
合
衆
国
政
府
の
支
配
下
に
置
く
」
と
宣
言
し
た

こ
と
に
の
み
に
す
べ
て
の
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
海
外
で
は
一
番
有
名
な
研
究

者
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
レ
ン
セ
ン
が
こ
の
テ
ー
マ
に
当
て
て
い
る
の
は
一
頁
以
下
で
あ
る
。

遣
日
使
節
エ
ヴ
フ
ィ
ミ
ィ
・
ヴ
ァ
シ
ー
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
伯
（
一
八
〇
三

―
一
八
九
九
）
は
と
い
え
ば
、
印
刷
全
紙
八
二
枚
分
【「
印
刷
全
紙
」
は
一
枚
が
一
六

頁
か
ら
な
る
】
か
ら
な
る
長
大
な
報
告
書
の
中
で
、
沖
縄
島
滞
在
に
ふ
れ
た
部
分
は

わ
ず
か
一
頁
に
も
満
た
ず
、
し
か
も
概
略
の
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
数
ヶ
月
前
、

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
、
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
が
沖
縄
島
に
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
Ｅ
・
Ｖ
・
プ
ス
ト
ヴ
ォ
イ
の
研
究
書
が
出
版
さ
れ
た
。同
書
の
中
で
初
め
て
、

島
の
現
地
の
支
配
者
の
命
令
や
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
ベ
ッ
テ
リ
ゲ
イ
ム
【
ベ
ッ
テ
ル
ハ

イ
ムBernard Jean Bettelheim

（
一
八
一
一
―
七
〇
）
英
国
に
帰
化
し
、
英
国
海
軍

琉
球
伝
道
協
会
か
ら
那
覇
に
派
遣
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
宣
教
師
。
以
下
は
す
べ
て
ベ
ッ

テ
ル
ハ
イ
ム
と
表
記
】
の
日
誌
が
言
及
さ
れ
、
ロ
シ
ア
語
で
引
用
さ
れ
た
。

　

本
論
文
は
、
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
の
沖
縄
島
滞
在
を
発
見
さ
れ
た
史
料
や
学
術

文
献
に
基
づ
き
、
時
系
列
に
描
こ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
の
証
言
、な
に
よ
り
も
イ
ヴ
ァ

ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
（
一
八
一
二
―
一
八
九
一
）
の
作

品
『
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
』、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ポ

シ
ェ
ッ
ト
（
一
八
一
九
―
一
八
九
九
）
の
手
帳
第
七
号
、
沖
縄
島
の
権
力
者
の
命
令

文
書
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
日
誌
等
が
基
本
的
史
料
と
な
る
。
ロ
シ
ア
作
家
の
作
品

は
日
本
で
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
研
究
論
文
が
既
に
世
に
出
て
い
る
と

し
て
も
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト
の
手
帳
が
研
究
対
象
に
な
っ
た
こ
と
は
初
め
て
で
あ
る
。

　

名
誉
の
た
め
に
指
摘
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
ロ
シ
ア
の
文
書
館
員
た
ち
に

と
っ
て
は
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
手
帳
の
存
在
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
何
人
か
は
既

に
通
読
す
ら
し
て
い
る
が
、
本
稿
著
者
が
調
べ
た
限
り
で
は
、
現
在
に
お
い
て
も
、

書
簡
を
出
典
と
し
て
参
照
、
研
究
し
た
学
術
書
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
は
、

客
観
的
な
原
因
が
い
く
つ
か
あ
る
。

　

第
一
に
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト
の
手
帳
は
保
存
状
態
が
よ
い
と
は
い
え
な
い
。
鉛
筆
で
書

か
れ
て
お
り
、
多
く
の
箇
所
で
本
文
に
欠
損
が
あ
る
。
第
二
に
、
ロ
シ
ア
語
だ
け
で

は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
下
田
条
約
の
本
文
作
成
に
当
た
っ
て
の
困
難
さ
や
苦
労
、
日
本
側
代
表
と
の

交
渉
に
関
し
て
は
、
何
頁
に
も
わ
た
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
研
究
者
は
、
こ
れ
ら
の
言
語
に
対
し
て
た
と
え
卓
越
し
た
能
力
で
は
な
い
と
し

て
も
、
少
な
く
と
も
辞
書
を
引
け
る
程
度
の
能
力
は
必
要
と
な
る
。
第
三
に
、
ポ

シ
ェ
ッ
ト
は
こ
の
手
帳
を
自
分
の
た
め
、
心
覚
え
に
書
い
て
お
り
、
忘
れ
な
い
た
め

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

琉
球
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
た
ち
（
一
八
五
四
年
二
月
一
日
―
九
日
）

（
１
）

ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
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の
短
い
メ
モ
で
あ
り
、誰
か
他
人
の
目
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
い
。ま
た
あ
る
テ
ー

マ
で
統
一
し
て
ま
と
め
た
文
章
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
書
付
を
理
解
し
、

正
確
に
解
釈
す
る
た
め
に
は
、
他
の
世
に
知
ら
れ
た
典
拠
に
よ
っ
て
、
確
定
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
第
四
に
、
手
帳
に
欠
損
部
分
が
あ
る
と
い
う
以
外
に
、
書
き
方
が

雑
で
、
判
読
困
難
な
筆
跡
の
省
略
さ
れ
た
言
葉
や
術
語
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

手
帳
に
は
長
い
時
間
経
過
の
間
に
画
像
の
明
確
さ
が
失
わ
れ
た
、
あ
る
い
は
、
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
、
た
く
さ
ん
の
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
り
、
海
岸
線
、
建
築
物
、
民
族
学
的

な
デ
ィ
テ
ー
ル
の
数
々
、
人
々
の
姿
、
小
型
船
や
帆
船
の
形
、
描
き
手
が
滞
在
す
る

こ
と
の
で
き
た
建
物
の
部
屋
の
配
置
等
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
手
帳
は
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
に
保

管
さ
れ
て
い
る
。
ポ
シ
ェ
ッ
ト
の
手
帳
は
、
堅
い
皮
の
表
紙
が
付
き
、
中
の
白
い
頁

は
今
日
の
製
図
用
紙
に
似
た
硬
い
ア
ー
ト
紙
か
ら
で
き
て
い
る
。
筆
記
に
は
普
通
の

鉛
筆
が
使
わ
れ
て
お
り
、
手
帳
の
何
枚
か
の
頁
で
は
、
色
が
褪
め
、
所
々
、
全
く
消

え
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
手
帳
は
あ
ま
り
大
き
く
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
革
表
紙
の
色
、
大
き
さ
は
異
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
、
必
要
に

応
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
時
期
に
手
帳
を
購
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

手
帳
第
七
号
（「
第
七
号
」
の
文
字
は
黒
い
イ
ン
ク
で
書
か
れ
て
い
る
）
一
八
五

四
年
（
年
は
青
色
の
鉛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
）
は
、
沖
縄
島
の
言
及
が
あ
る
。
表
紙

の
内
側
に
は
一
八
五
三
年
の
一
枚
物
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
付
い
て
い
る
。
こ
の
手
帳
の

大
き
さ
は
、
長
さ
一
〇
・
四
セ
ン
チ
、
幅
七
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
・
五
セ
ン
チ
。
紙
二

枚
目
の
裏
【
前
か
ら
四
頁
め
】
に
は
、
漢
字
で
地
名
が
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
。
漢

字
で
那
覇
、
首
里
、
泊
村
と
書
か
れ
、
そ
れ
ら
と
並
ん
で
、
ロ
シ
ア
文
字
で
ナ
バ
（
ナ

ハ
で
は
な
く
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
首
里
に
は
全
く
発
音
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
宮

中
支
配
者
の
邸
宅
の
あ
る
と
こ
ろ
と
あ
る
。
泊
村
は
「
と
ま
り
む
ら
」
と
読
む
の
で

あ
ろ
う
。（
ポ
シ
ェ
ッ
ト
が
二
番
目
の
漢
字
に
記
し
た
読
み
に
は
「
む
ら
」
が
は
っ

き
り
と
見
え
る
）。
同
様
に
ロ
シ
ア
文
字
で
「
ゴ
カ
ノ
ビ
デ
」（
一
応
、
正
し
く
判
読

し
て
い
る
と
し
て
だ
が
）
と
あ
り
、「
こ
ん
に
ち
は
」
の
意
味
の
土
地
の
挨
拶
で
あ

る
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

本
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
は
こ
れ
以
外
に
、「
海
軍
雑
誌
」【« М

орской 

сборник».

】
に
掲
載
さ
れ
た
「
日
本
及
び
中
国
へ
向
け
た
我
が
国
海
軍
艦
隊
航
海

に
関
す
る
侍
従
武
官
長
Ｅ
・
Ｖ
・
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
伯
の
皇
帝
陛
下
宛
の
報
告
書
」
を

史
料
と
し
て
参
照
し
て
い
る
。

　

も
し
日
本
文
学
の
中
で
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
を
扱
っ
た
論
文
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
と
し

て
も
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト
に
対
し
て
は
遥
か
に
注
目
が
少
な
い
。
だ
が
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
実

際
に
は
単
独
対
象
と
し
て
格
別
研
究
対
象
に
値
す
る
。

　

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト（
一
八
一
九
―
一
八
九
九
）

は
日
本
に
三
回
渡
航
す
る
。
最
初
は
一
八
五
二
―
五
四
年
、
少
佐
【капитан-

лейтенант

】
の
階
級
で
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
に
、
後
に
デ
ィ
ア
ナ
号
に
、

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
外
交
使
節
団
の
一
員
と
し
て
乗
艦
（
一
八
五
四
年
二
月
一
〇
日
に
は

中
佐
【капитан II ранга

】
に
昇
進
）。
二
回
目
は
一
八
五
六
年
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

オ
リ
ブ
ッ
ツ
ァ
号
で
下
田
条
約
の
批
准
書
を
持
っ
て
江
戸
に
到
着
し
た
。
二
度
目
の

日
本
来
航
時
、
日
本
側
に
ス
ク
ー
ナ
ー
帆
船
戸
田
号
が
引
き
渡
さ
れ
た
。
三
回
目
は
、

フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
号
、コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ボ
ガ
テ
ィ
リ
号
、ク
リ
ッ
パ
ー

艦
ア
ブ
レ
ク
号
の
三
隻
か
ら
な
る
海
軍
艦
隊
の
一
員
と
し
て
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

か
ら
北
米
海
岸
へ
向
け
た
航
海
を
行
い
、
そ
の
後
、
特
別
実
演
艦
隊
の
長
官
と
し
て

日
本
と
中
国
へ
向
か
う
。（
一
八
五
五
年
一
一
月
三
〇
日
大
佐
【капитан 

I 

ранга
】、
一
八
六
一
年
四
月
二
三
日
少
将
【контр-адмирал

】、
一
八
六
八
年
一
月

一
日
中
将
【вице-адмирал

】）。
彼
は
既
に
侍
従
武
官
長
に
な
っ
て
い
た
し
、
海
軍

中
将
と
い
う
高
い
地
位
に
ま
で
昇
っ
た
。
三
回
目
、
最
後
の
日
本
訪
問
は
一
八
七
三

年
。
ア
レ
ク
セ
イ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
大
公
殿
下
に
随
行
し
て
来
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
間
、
日
本
は
大
変
変
化
を
遂
げ
て
い
た
。

　
「
大
公
に
随
行
し
て
、
彼
［
ポ
シ
ェ
ッ
ト
］【［　

］
内
は
ク
リ
モ
フ
。
以
下
同
様
】

（
７
）

（
８
）

（
９
）
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は
鉄
道
で
横
浜
か
ら
江
戸
に
向
か
っ
た
。
帝
【М

икадо 

ミ
カ
ド
】
自
身
と
皇
后
に

ま
で
拝
謁
し
た
し
、
大
き
な
閲
兵
式
に
も
参
加
し
、
日
本
の
蒸
気
艦
隊
の
演
習
も
見

た
。
し
か
も
そ
の
う
ち
の
一
隻
は
装
甲
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
だ
っ
た
の
だ
。
日
本
に
よ
っ

て
こ
の
よ
う
な
比
較
的
短
期
間
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
成
功
は
計
り
知
れ
な
く
、
疑
い

な
く
、
こ
の
成
功
が
ロ
シ
ア
の
偉
大
な
る
改
革
者
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
に
も
比
較
さ
れ

る
ほ
ど
優
れ
た
現
在
の
皇
帝
［
明
治
天
皇
］
の
指
揮
の
下
さ
ら
に
著
し
く
進
展
す
る

だ
ろ
う
」。

　

ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
ロ
シ
ア
の
繁
栄
に
多
大
な
る
貢
献
を
し
た
古
く
か
ら
続
く
貴
族
階

級
に
属
し
て
い
る
。
祖
先
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト
・
デ
・
ロ
シ
ィ
と
名
乗

り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ル
イ
十
四
世
が
ナ
ン
ト
の
勅
令
を
拒
否
し
た
時
、

居
住
に
も
っ
と
安
全
な
場
所
を
探
さ
な
く
て
は
な
ら
ず
、姓
を
ポ
シ
ェ
ッ
ト
と
し
て
、

ロ
シ
ア
に
移
住
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
残
っ
た
子
孫
は
ロ
シ
ィ
と
い
う
姓
で
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
治
世
時
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ポ

シ
ェ
ッ
ト
（
？
―
一
七
二
〇
）
は
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
の
海
軍
省
長
官
で
あ
り
、
カ
ス
ピ

海
用
の
船
を
建
造
し
た
。イ
ヴ
ァ
ン
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
一
七
二
三
年
皇
帝
の
命
令
で
、

ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
で
ぶ
ど
う
栽
培
と
高
品
質
の
ワ
イ
ン
製
造
に
従
事
し
た
。

　

ニ
コ
ラ
イ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト
（
？
―
一
八
三
一
）
は
コ
ン
ス
タ
ン

チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
【
本
稿
主
人
公
で
あ
る
ポ
シ
ェ
ッ
ト
】
の
父
で
、
海
軍
幼

年
学
校
【морский корпус

】
で
教
育
を
受
け
、
海
軍
士
官
に
な
り
、
バ
ル
ト
海
艦

隊
勤
務
、
少
佐
に
ま
で
昇
進
し
た
。
父
が
死
去
し
た
時
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ

ラ
エ
ヴ
ィ
チ
は
一
一
歳
で
、
ま
だ
海
軍
幼
年
学
校
に
入
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
母

の
後
見
の
も
と
に
は
、
彼
の
他
に
も
姉
妹
が
三
人
い
た
。
家
族
は
他
界
し
た
父
の
年

金
の
み
で
生
活
で
き
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・【
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
】
ポ
シ
ェ
ッ

ト
は
海
軍
幼
年
学
校
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
、教
育
を
続
け
る
た
め
に
、士
官
コ
ー

ス
に
残
っ
た
。指
摘
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、教
育
を
続
け
ら
れ
る
士
官
コ
ー

ス
に
選
抜
さ
れ
る
の
は
、
幼
年
学
校
卒
業
予
定
者
の
う
ち
わ
ず
か
六
―
八
人
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
後
に
、
士
官
コ
ー
ス
は
、
海
軍
ア
カ
デ
ミ
ー
に
改
組
さ
れ
た
。
コ

ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
優
れ
た
教
育
を
受
け
た
。
有

名
な
ア
カ
デ
ミ
ー
学
者
で
あ
る
ブ
ニ
ャ
ノ
フ
ス
キ
ー
、
オ
ス
ト
ロ
グ
ラ
ツ
キ
ー
、
あ

る
い
は
、
レ
ン
ツ
ェ
、
ブ
ラ
チ
ェ
フ
、
ゼ
リ
ョ
ノ
イ
そ
の
他
の
優
秀
な
専
門
家
の
下

で
教
育
を
受
け
た
の
だ
。

　

一
八
四
三
年
、
年
若
い
中
尉
は
有
名
な
航
海
者
ラ
ザ
レ
フ
の
弟
子
で
あ
る
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
少
将
の
知
遇
を
受
け
た
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
海
軍
省
軍
令
部
に
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
科
学
的
知
識
で
極
め
て
広
範
囲
な
知
見
を
要
求
す
る
メ
ン
シ
ニ

コ
フ
公
爵
【К

нязь 
М

енш
иков

】
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
を
実
行
し
て
い
た
。
高
度

に
教
育
さ
れ
た
助
手
の
必
要
が
生
じ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
該
当
し
た
の
が
、
甚
大

な
仕
事
能
力
で
際
立
っ
て
い
た
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ポ
シ
ェ
ッ

ト
で
あ
っ
た
。計
算
し
て
み
る
と
、五
二
年
間
の
勤
務
で
、休
暇
を
取
っ
た
の
は
た
っ

た
九
回
、
全
部
で
た
っ
た
二
七
週
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
毎
年

休
ん
だ
の
は
三
、
四
日
と
い
う
こ
と
だ
。

　

日
本
沿
岸
に
向
か
っ
た
艦
隊
の
旗
艦
は
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
、
艦
長
に
任

命
さ
れ
た
の
は
、侍
従
武
官
、イ
ヴ
ァ
ン
・
セ
ミ
ョ
ー
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ウ
ン
コ
フ
ス
キ
ー

（
ウ
ニ
コ
フ
ス
キ
ー
）少
佐（
一
八
二
二
―
一
八
八
六
）。ス
ク
リ
ュ
ー
・
ス
ク
ー
ナ
ー

艦
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
号
は
三
〇
馬
力
の
強
力
装
備
を
備
え
、
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
リ
ス
ト
ル

で
三
三
七
五
ポ
ン
ド
で
購
入
さ
れ
、
五
三
八
〇
ポ
ン
ド
で
軍
艦
に
改
装
さ
れ
た
も
の

で
、
艦
長
は
ボ
イ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ヴ
ィ
チ
・
リ
ム
ス
キ
ー
＝
コ
ル
サ
コ
フ
大
尉
（
一

八
二
二
―
一
八
七
一
）。
七
月
二
六
日
小
笠
原
諸
島
の
ひ
と
つ
ピ
ー
リ
島
【
父
島
】

の
ロ
イ
ド
港
【
二
見
港
】
で
艦
隊
に
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
オ
リ
ブ
ッ
ツ
ァ
号
（
艦
長
ニ
コ

ラ
イ
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ナ
ジ
ィ
ー
モ
フ
少
佐
（
一
八
二
二
―
一
八
六
七
））、
露

米
会
社
船
メ
ニ
シ
コ
フ
公
爵
号【《К

нязь М
еньш

иков

》】（
艦
長
イ
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
ァ

シ
ー
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
フ
ル
ゲ
リ
ム
大
尉
（
一
八
二
一
―
一
九
〇
九
））
が
合
流
し
た
。

八
月
四
日
四
隻
か
ら
な
る
艦
隊
は
、
ロ
イ
ド
港
を
あ
と
に
し
、
長
崎
に
向
か
い
、
八

（
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月
九
日
長
崎
投
錨
地
に
投
錨
し
た
。

　

日
本
人
と
交
流
中
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
命
令
、
ロ
シ
ア
外

務
省
の
訓
令
を
遵
守
し
た
。
提
督
は
「
皇
帝
陛
下
宛
報
告
書
」
の
中
で
、「
今
は
亡

き
皇
帝
陛
下
の
ご
意
志
と
外
務
省
か
ら
与
え
ら
れ
た
訓
令
を
遵
守
し
て
、
こ
の
民
族

と
の
接
触
中
の
行
動
規
範
を
私
は
自
分
に
対
し
想
定
し
た
が
、
そ
の
根
本
に
置
か
れ

た
の
は
、
穏
や
か
で
友
好
的
な
態
度
で
臨
む
こ
と
、
我
が
国
お
よ
び
我
が
職
務
の
尊

厳
に
反
し
な
い
限
り
、
寛
大
に
彼
ら
の
国
法
や
習
慣
を
遵
奉
す
る
こ
と
、
自
身
に
課

せ
ら
れ
た
任
務
に
関
す
る
交
渉
に
お
い
て
堅
忍
不
抜
を
貫
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本

滞
在
の
最
後
の
日
ま
で
、
こ
の
規
範
を
遵
守
し
、
陛
下
の
ご
賢
明
な
る
ご
命
令
に
従

い
、
決
し
て
日
本
政
府
と
の
間
の
善
隣
の
合
意
を
損
ね
る
こ
と
な
く
、
強
固
な
基
盤

の
上
に
、
今
後
長
き
に
亘
る
べ
き
も
の
と
し
て
そ
れ
を
確
立
し
、
望
ま
れ
た
目
的
を

達
成
し
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
幸
い
で
あ
る
」。

　

長
崎
で
の
最
初
の
交
渉
が
終
わ
っ
た
後
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
食
料
を
補
充
し
な
く

て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

冬
季
は
ロ
シ
ア
領
土
の
「
タ
タ
ー
ル
海
峡
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
不
毛
な
海
岸
」
で

は
調
達
が
困
難
で
あ
っ
た
。
故
に
提
督
は
、
艦
隊
の
必
要
に
対
し
て
の
ロ
シ
ア
政
府

の
信
用
状
を
送
付
し
て
あ
る
マ
ニ
ラ
に
向
か
っ
た
。
途
中
、
琉
球
諸
島
の
主
要
な
島

沖
縄
を
視
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
当
時
ロ
シ
ア
で
は
一
続
き
の
琉
球
諸
島
は
リ
ケ
イ

諸
島
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
、
沖
縄
島
は
リ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
島
、
あ
る
い
は
、
大
リ
ュ
ウ

チ
ュ
ウ
島
と
呼
ば
れ
て
い
た
（
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
手
帳
の
中
で
ル
ゥ
チ
ュ
ウ
と
呼
ん
で

い
る
）。
後
に
二
〇
世
紀
の
初
め
研
究
者
Ｐ
・
Ｙ
ｕ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
日
本
の
自
然

を
記
述
し
、
リ
ウ
キ
ウ
（Liu-kiu

）
諸
島
と
名
付
け
、
年
平
均
気
温
が
二
一
・
四
度

と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
書
物
の
中
で
「
日
本
の
歴
史
」

【« И
сторический очерк Я

понии»

】
と
い
う
論
文
の
著
者
は
フ
ォ
ル
モ
サ
島
（
台

湾
）
で
の
殺
害
事
件
に
触
れ
、「
海
難
に
遭
っ
た
何
人
か
のRiu-K

iu

諸
島
か
ら
来
た

航
海
者
た
ち
」
と
し
て
い
る
。
換
言
す
る
と
一
九
〇
四
年
日
本
に
関
す
る
論
集
が
出

版
さ
れ
た
時
に
「
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
」
と
い
う
こ
の
諸
島
に
対
す
る
今
日
の
言
い
方
が

ロ
シ
ア
語
で
も
定
着
し
た
。Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、「『
リ

ケ
イ
諸
島
』
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
我
が
国
の
古
い
地
理
書
で
は
、『
リ
ェ

ウ
－
キ
ェ
ウ
』、
外
国
人
た
ち
は
『
リ
ュ
ウ
－
チ
ュ
ウ
』（Loo-Choo

）、
住
民
は
と

い
う
と
『
ド
ゥ
ウ
－
チ
ュ
ウ
』
と
言
っ
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
。

　

一
八
五
四
年
一
月
二
四
日
（
露
暦
）
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
、
カ
ム
チ
ャ
ツ

カ
小
艦
隊
所
属
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
オ
リ
ブ
ッ
ツ
ァ
号
、
露
米
会
社
所
属
輸
送
船
メ
ン
シ

コ
フ
号
は
長
崎
を
あ
と
に
し
、
四
五
〇
マ
イ
ル
南
に
あ
る
琉
球
諸
島
に
向
か
っ
た
。

ス
ク
ー
ナ
ー
艦
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
号
（
艦
長
は
ヴ
ォ
イ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ヴ
ィ
チ
・
リ
ム

ス
キ
ー
＝
コ
ル
サ
コ
フ
大
尉
（
一
八
二
二
―
一
八
七
一
））
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提

督
の
命
令
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
情
報
収
集
の
た
め
上
海
に
向
か
い
、
そ
の
後
、
琉

球
諸
島
で
他
の
艦
船
に
合
流
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
、
出
発

の
前
の
別
れ
の
席
で
「
筒
井
は
提
督
［
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
］、
ポ
シ
ェ
ッ
ト
、
私
［
ゴ

ン
チ
ャ
ロ
フ
］
に
、
大
量
の
箱
を
送
り
届
け
て
き
た
。
奉
行
た
ち
は
全
員
の
た
め
に

家
禽
と
青
物
を
届
け
て
く
れ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
琉
球
諸
島
で
の
滞
在
に
つ
い
て

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
非
常
に
短
く
「
皇
帝
陛
下
宛
の
報
告
書
」
に
記
し
て
い
る
。
と
り

わ
け
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
、
二
月
一
日
三
隻
の
艦
船
か
ら
な
る
全
艦
隊
は
大
琉
球

島
に
到
着
、
ナ
パ
キ
ア
ン
グ
投
錨
地
に
投
錨
し
、
二
月
五
日
、
ス
ク
ー
ナ
ー
艦
ヴ
ォ

ス
ト
ー
ク
号
が
合
流
し
た
こ
と
で
あ
る
。
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
オ
リ
ブ
ッ
ツ
ァ
号
、
輸
送

船
メ
ン
シ
コ
フ
号
が
沖
縄
島
に
到
着
し
た
の
は
、フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
の
到
着
よ
り
早
い
。

一
月
二
九
日
（
二
月
九
日
）
夕
刻
【в сумерках.

本
来
ロ
シ
ア
語
で
は
こ
の
語
は
払

暁
も
夕
刻
も
指
せ
、
他
の
史
料
が
な
く
こ
れ
だ
け
で
は
ど
ち
ら
で
あ
る
か
は
不
明
】、

パ
ル
ラ
ダ
号
は
島
に
接
近
、
し
か
し
「
水
脈
の
通
過
に
失
敗
、
投
錨
…
、
珊
瑚
礁
は

も
の
す
ご
い
高
さ
」
と
艦
船
に
と
り
実
際
の
脅
威
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
内

海
の
投
錨
地
は
二
つ
入
り
口
が
あ
る
。「
ひ
と
つ
は
狭
く
北
か
ら
、
も
う
ひ
と
つ
は

さ
ら
に
狭
く
南
か
ら
。
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
に
と
っ
て
進
入
は
、
四
輪
箱
馬
車
が
狭
い
門

（
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を
入
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
暗
礁
に
接
触
し
な
い
よ
う
、
確
実
な
も
の
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
提
督
は
夕
闇
の
迫
り
だ
す
中
【в наступивш

их сумерках

】
危
険
を

犯
す
こ
と
を
よ
し
と
せ
ず
、夜
明
け【рассвет

】ま
で
待
つ
こ
と
を
決
め
た
」。だ
が
、

深
夜
【в 

полночь

】、
大
洋
か
ら
海
岸
に
向
か
っ
て
風
が
吹
き
始
め
、「
主
た
る
大

き
な
島
の
目
に
見
え
る
す
べ
て
の
空
間
を
曲
線
状
に
帯
の
よ
う
に
取
り
巻
い
て
い
る

珊
瑚
礁
」
に
ぶ
つ
か
っ
て
難
破
す
る
脅
威
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
一
月
三
一
日

（
二
月
一
二
日
）
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
は
北
側
の
水
脈
を
通
過
、
夕
方
【вечером

】「
水

深
一
二
サ
ー
ジ
ェ
ン
に
投
錨
、
海
底
は
細
か
い
砂
質
」。

　

投
錨
地
に
最
初
に
入
っ
た
ロ
シ
ア
艦
船
は
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
オ
リ
ブ
ッ
ツ
ァ
号
で
あ

る
。
最
初
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
ペ
リ
ー
艦
隊
の
ア
メ
リ
カ
艦

が
到
着
し
た
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
望
遠
鏡
で
到
着
し
た
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
を
見
て
、

そ
の
旗
か
ら
ロ
シ
ア
艦
だ
と
確
信
し
た
。
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
た
だ
ち
に
現
地
の
役

人
に
通
報
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
ロ
シ
ア
と
い
う
国
が
存
在
す
る
こ
と
を
初
め
て

知
っ
た
。
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
、
交
戦
状
態
に
あ
る
英
仏
両
国
と
ロ
シ
ア
が
緊
張
関

係
に
あ
る
こ
と
を
心
配
し
、
自
分
の
住
ま
い
の
安
全
を
保
と
う
と
し
て
、
家
の
上
に

米
国
旗
を
掲
げ
た
。
約
十
五
人
の
指
揮
下
の
水
兵
と
と
も
に
ペ
リ
ー
が
沖
縄
島
に
残

し
た
二
人
の
士
官
の
一
人
、
ヴ
ァ
ン
ダ
リ
ア
号
の
ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
ン
デ
ル
は
、
宣

教
師
の
例
に
従
い
、
石
炭
倉
庫
の
上
に
米
国
旗
を
掲
げ
た
。
レ
ン
デ
ル
は
そ
の
時
ペ

リ
ー
が
彼
に
残
し
た
二
つ
の
文
書
を
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
に
見
せ
た
が
、
そ
の
文
書
の

中
に
は
琉
球
列
島
は
合
衆
国
の
施
政
下
に
あ
る
と
宣
言
さ
れ
て
い
た
。

　

当
地
の
政
権
は
混
乱
に
陥
っ
た
。
露
暦
一
月
二
八
日
（
西
暦
二
月
九
日
）、
首
都
、

す
な
わ
ち
琉
球
諸
島
の
宮
中
支
配
者
の
邸
宅
が
あ
る
首
里
の
域
内
に
ロ
シ
ア
人
が
侵

入
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
方
策
が
あ
る
か
調
査
に
入
っ
た
。

ロ
シ
ア
人
に
対
し
て
外
交
的
監
視
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
日
、
お

そ
ら
く
、
琉
球
国
現
国
王
・
尚
泰
（
在
位
一
八
四
八
―
一
八
七
九
）
の
祖
母
、
今
は

亡
き
国
王
尚
コ
ウ
【「
さ
ん
ず
い
」
に
「
景
」
に
「
頁
」、
あ
る
い
は
「
澋
」
に
「
頁
」】

（
一
七
八
七
―
一
八
三
四
、
在
位
一
八
〇
四
―
一
八
三
四
）
の
妻
が
死
去
し
た
の
だ

ろ
う
。

　

当
地
の
権
力
は
次
の
内
容
の
触
れ
書
を
出
し
た
。

　
「
一
、
必
要
に
応
じ
て
、
女
王
【королевская 

особа

】
の
病
因
、
崩
御
や
葬
儀

の
日
時
、
喪
の
諸
事
に
関
し
、
外
国
人
に
対
し
正
確
で
誠
実
な
説
明
が
な
さ
れ
る
。

　

二
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
に
女
王
【королева

】
の
埋
葬
の
正
確
な
場
所
を
通
知
し

な
い
。
喪
の
諸
事
は
五
〇
日
間
続
く
と
だ
け
伝
え
る
」。

　

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
海
か
ら
見
た
琉
球
諸
島
の
姿
を
素
描
の
淡
い
色
の
輪
郭
に
な
ぞ

ら
え
て
い
る
。
ポ
シ
ェ
ッ
ト
が
手
帳
に
描
い
た
海
岸
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、
お
そ
ら
く
、

作
家
【
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
】
の
次
の
言
葉
を
最
も
良
い
形
で
具
現
化
し
て
い
る
。「
ま

ず
私
の
目
の
前
に
琉
球
諸
島
が
現
わ
れ
た
。
陸
地
の
塊
が
、
青
で
も
な
く
、
灰
色
で

も
な
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
こ
ぶ
の
よ
う
な
塊
と
な
り
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
帯
の

よ
う
に
水
平
線
に
延
び
て
い
る
。
我
々
は
海
岸
か
ら
五
―
六
マ
イ
ル
離
れ
、
珊
瑚
礁

の
暗
礁
脈
が
あ
る
」。

　

ナ
パ
キ
ヤ
ン
グ
、
島
の
行
政
の
中
央
、
那
覇
で
、
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
が
会
っ

た
の
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
到
着
の
文
字
通
り
二
日
前
に
島
に
立
ち
寄
っ
た
ペ
リ
ー
米

艦
隊
の
士
官
一
人
と
水
兵
数
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
士
官
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
文
書
か

ら
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
琉
球
諸
島
は
合
衆
国
の
支
配
下
に
入
っ
た
。

そ
の
理
由
は
日
本
政
府
が
幾
つ
か
の
要
求
に
答
え
な
い
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
日
本
政

府
の
保
護
下
に
こ
の
諸
島
は
あ
り
、
日
本
政
府
に
対
し
て
貢
納
さ
れ
て
い
る
」。

　

土
地
の
権
力
の
公
式
代
表
が
ロ
シ
ア
人
に
断
言
し
た
こ
と
は
、
彼
ら
は
日
本
に
従

属
し
て
い
な
い
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
中
国
に
若
干
貢
納
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

一
方
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
は
、
琉
球
全
諸
島
は
、
九
州
島
の
南
部
に
い
る

薩
摩
一
族
の
大
名
に
隷
属
し
て
い
る
と
断
言
し
て
い
る
。
薩
摩
一
族
の
長
は
諸
島
の

支
配
者
と
な
る
後
継
者
の
継
承
権
を
十
五
歳
で
成
人
し
た
際
に
保
証
し
て
い
る
。

　
『
海
軍
雑
誌
』【《М

орской сборник

》】
第
二
部
で
は
、
公
式
論
文
と
公
式
ニ
ュ
ー
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ス
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
ロ
シ
ア
艦
船
の
沖
縄
島
到
着
が
短
く
報
道
さ

れ
て
い
る
。「
侍
従
武
官
長
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
琉
球
諸

島
は
自
分
た
ち
が
占
領
し
た
と
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
り
宣
言
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原

因
と
な
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
要
求
の
一
部
を
日
本
人
が
満
た
し
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
現
在
ナ
パ
キ
ア
ン
グ
港
は
、
ペ
リ
ー
提
督
艦
隊
の
合
流
地
点
に
予
定
さ

れ
、
ア
メ
リ
カ
人
の
病
院
、
石
炭
や
そ
の
他
、
備
蓄
品
の
倉
庫
が
あ
り
、
合
衆
国
旗

が
翻
っ
て
い
る
。
蒸
気
艦
三
隻
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
三
隻
か
ら
成
る
ア
メ
リ
カ
艦
隊
は

我
が
艦
隊
が
到
着
す
る
二
日
前
に
ナ
パ
キ
ア
ン
グ
を
発
ち
、
江
戸
に
向
か
っ
た
」。

　

ポ
シ
ェ
ッ
ト
の
指
摘
に
よ
る
と
、
一
八
三
七
年
、
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
ナ
パ

キ
ヤ
ン
グ
に
来
航
し
、
そ
こ
を
視
察
し
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト
が
自

己
に
課
し
た
課
題
か
ら
判
断
す
る
と
、
彼
の
興
味
を
引
い
た
の
は
島
の
名
前
、
地
名

の
語
源
（
こ
の
こ
と
は
地
名
が
彼
に
と
っ
て
歴
史
的
な
資
料
で
あ
り
、
そ
れ
に
大
き

な
意
味
を
お
い
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
）、
そ
し
て
、「
宮
中
権
力
者
の
邸
宅
」
で

あ
っ
た
。

　

一
月
二
九
日
（
二
月
九
日
）
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
は
夕
刻
【в сумерках
】
沖
縄
島
の

外
海
の
投
錨
地
で
投
錨
。
艦
船
に
と
っ
て
大
き
な
危
険
と
な
る
の
は
「
珊
瑚
礁
」
で

あ
る
。
次
の
日
危
険
の
な
い
通
航
路
を
探
し
、
夕
方
に
は
【к 

вечеру

】
北
側
の
水

脈
か
ら
内
海
の
投
錨
地
に
入
り
、「
水
深
一
二
サ
ー
ジ
ェ
ン
に
投
錨
、
海
底
は
細
か

い
砂
質
」。
一
五
分
後
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
、
彼
の
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
提
督
と
と
も
に

上
陸
。
埠
頭
に
は
数
人
の
琉
球
人
が
い
た
。「
一
部
の
者
は
、
寡
婦
の
女
王
の
喪
に
服

し
て
帽
子
を
頭
に
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
」。
埠
頭
に
は
多
分
米
国
旗
が
揚
が
っ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
手
帳
の
中
で
短
く
記
し
て

い
る
。「
米
国
旗
。
素
晴
ら
し
い
植
物
」。

　

二
月
一
日
（
一
三
日
）（
ポ
シ
ェ
ッ
ト
が
手
帳
の
中
で
使
っ
た
露
暦
に
加
え
て
西

暦
を
追
記
す
る
。
読
者
が
露
暦
と
西
暦
と
の
換
算
を
す
る
労
を
省
く
た
め
で
あ
る
）。

当
直
の
任
務
に
携
わ
ら
な
い
乗
組
員
は
、
上
陸
し
、
徒
歩
で
散
歩
し
た
り
す
る
こ
と

が
許
可
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
は
長
崎
に
滞
在
中
、
自
由
に
上
陸
し
た
り
、

陸
上
を
散
歩
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
は
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。「
長
崎
投
錨
地
に
い
る
間
は
長
期
に
わ
た
っ
て
、
上
陸
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
我
々
は
喜
ん
で
花
が
咲
き
乱
れ
耕
作
さ
れ
た
島
の
谷
を

歩
き
ま
わ
っ
た
。
島
に
際
立
っ
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
す
ば
ら
し
く
穏
や
か
な
気
候

と
実
り
豊
か
さ
、
平
和
的
で
穏
和
な
住
民
が
住
ん
で
い
る
こ
と
で
、
彼
ら
は
日
本
人

や
朝
鮮
人
と
顔
の
特
徴
が
か
な
り
似
通
っ
て
い
る
」。特
に
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
ゴ
ン
チ
ャ

ロ
フ
、
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
、
司
祭
ア
バ
ク
ウ
ム
と
と
も
に
島
を
散
歩
し
て
歩
い
た
。

皆
は
首
都
に
向
か
っ
た
が
、
そ
の
地
の
こ
と
は
ロ
シ
ア
人
は
様
々
な
名
で
呼
ん
で
い

る
。「
チ
ュ
イ
、
チ
ュ
ジ
（T

shudi, 
T

shue

は
中
国
風
に
シ
ョ
ウ
－
リ
と
い
い
、

中
心
地
だ
が
、
地
元
民
は
シ
ュ
リ
と
呼
ん
で
い
る
）」。
作
家
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
、
首

都
へ
の
道
を
パ
ル
ゴ
ロ
ヴ
ォ
へ
の
道
と
比
べ
て
い
る
。「
パ
ル
ゴ
ロ
ヴ
ォ
へ
の
道
、

あ
れ
と
同
じ
大
き
な
舗
装
道
路
…
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
丸
石
で
は
な
く
、
珊
瑚
で

舗
装
さ
れ
て
い
る
。
珊
瑚
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
靴
底
を
通
し
て
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
尖
っ

て
い
る
。
琉
球
人
が
ど
う
や
っ
て
こ
の
道
を
裸
足
で
歩
い
て
い
る
の
か
理
解
に
苦
し

む
。
だ
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
珊
瑚
は
完
全
に
磨
耗
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
は
、
寄
木

細
工
の
床
の
上
を
歩
く
よ
う
に
、
足
が
す
べ
る
」。

　

つ
い
に
ロ
シ
ア
人
旅
行
者
た
ち
は
、
宮
殿
に
通
じ
る
大
通
り
に
出
た
。
こ
の
瞬
間

を
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
つ
い
に
着
い
た
。『
お
ぉ
！
本
当
に
立
派
な
首
都
だ
！
』
中
国
風
の
破
風
と
や
は

り
中
国
風
の
表
札
の
つ
い
た
広
い
門
を
見
れ
ば
こ
う
思
う
だ
ろ
う
。『
あ
そ
こ
に
は

何
と
書
い
て
あ
る
の
で
す
か
。
読
ん
で
く
だ
さ
い
』
と
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
に
尋
ね
た
。

『
見
え
ま
せ
ん
。
高
い
の
で
』
と
彼
は
答
え
た
。
我
々
は
、
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
が
近

眼
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
。
我
々
は
門
を
通
り
過
ぎ
た
。
前
に
は
尽
き
る
こ
と

の
な
い
広
い
通
り
、
あ
る
い
は
、
今
ま
で
と
同
じ
道
が
延
び
て
い
る
の
だ
が
、
今
ま

で
と
違
っ
て
、
大
き
な
珊
瑚
で
舗
装
さ
れ
ず
、
街
道
の
よ
う
に
、
小
さ
な
石
が
敷
き
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詰
め
ら
れ
て
お
り
、
両
側
は
、
す
ば
ら
し
い
樹
木
の
植
え
ら
れ
た
庭
園
あ
る
い
は
公

園
が
続
い
て
い
る
。
石
垣
か
ら
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
赤
い
瓦
の
屋
根
が
見
え
る
。

誰
に
も
会
わ
な
か
っ
た
し
、
姿
す
ら
見
せ
な
か
っ
た
。
皆
町
か
ら
出
払
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
何
人
か
会
っ
た
人
間
は
一
人
は
医
師
か
僧
侶

の
よ
う
で
、
頭
を
剃
り
、
粗
い
麻
の
ゆ
っ
た
り
し
た
上
着
を
着
て
お
り
、
急
い
で
傍

を
通
り
過
ぎ
た
。
我
々
が
こ
と
さ
ら
見
つ
め
る
と
、
彼
ら
は
最
大
限
の
従
順
さ
、
あ

る
い
は
、
も
っ
と
言
え
ば
む
し
ろ
、
恐
れ
を
表
わ
し
、
ほ
と
ん
ど
地
面
に
付
く
ほ
ど

最
敬
礼
を
し
な
が
ら
も
先
を
急
い
だ
。
い
く
つ
か
の
門
に
は
人
々
が
姿
を
見
せ
隠
れ

し
、
隙
間
か
ら
覗
い
た
り
し
て
い
た
。
こ
の
通
り
に
は
、
最
上
流
の
、
あ
る
い
は
、

裕
福
な
階
級
の
人
々
が
住
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
家
々
に
は
広
い
石

畳
が
続
い
て
い
た
。
我
々
は
大
股
で
さ
ら
に
先
へ
歩
い
て
行
っ
た
。
通
り
が
左
に
折

れ
た
と
こ
ろ
で
、
宮
殿
の
前
に
出
た
。
そ
れ
は
石
の
大
き
な
塀
の
あ
る
城
砦
だ
っ
た
。

高
さ
は
お
よ
そ
四
サ
ー
ジ
ェ
ン
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
苔
や
蔓
植
物
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

幅
が
広
い
石
段
は
、荒
削
り
な
造
り
だ
が
、が
っ
し
り
と
板
が
建
て
付
け
ら
れ
た
高
々

と
し
た
玄
関
に
導
い
て
く
れ
る
。
門
の
両
側
に
は
、
台
座
の
上
に
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス

に
よ
く
似
た
、
珊
瑚
石
の
動
物
が
鎮
座
し
て
い
る
。
ど
こ
に
も
生
命
の
兆
し
が
な
い
。

す
べ
て
は
ま
る
で
魔
法
の
お
と
ぎ
話
の
中
の
よ
う
に
石
に
な
っ
た
よ
う
だ
し
、
私
た

ち
は
遠
い
遠
い
国
か
ら
ま
る
で
火
の
鳥
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
よ
う

だ
。
門
は
、
片
側
に
、
長
崎
で
見
た
衛
兵
所
の
よ
う
な
木
の
回
廊
が
し
つ
ら
え
て
あ

る
。
回
廊
の
中
で
は
琉
球
人
が
茣
蓙
に
正
座
し
て
い
る
。
た
ぶ
ん
王
宮
の
召
使
で
あ

ろ
う
。
や
は
り
彼
ら
も
身
じ
ろ
ぎ
も
し
な
い
。
ま
る
で
石
で
作
ら
れ
た
み
た
い
だ
。

我
々
は
休
憩
の
た
め
ち
ょ
っ
と
座
っ
た
。
そ
の
後
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ

が
植
え
込
ま
れ
、
木
々
の
間
に
は
小
道
が
八
方
に
く
ね
っ
て
い
る
高
台
の
坂
が
続
く

山
を
下
っ
た
」。

　

ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
、宮
殿
ま
で
広
い
素
晴
ら
し
い
通
り
が
続
い
て
お
り
、彼
ら
は「
首

都
に
入
っ
て
、
宮
殿
に
着
く
ま
で
…
全
く
障
害
物
に
も
出
く
わ
さ
な
か
っ
た
」
と
短

く
記
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
人
た
ち
は
、
邸
宅
の
中
に
入
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
ロ

シ
ア
人
た
ち
は
平
民
が
住
ん
で
い
る
市
街
地
部
分
に
も
行
っ
て
み
た
。
ポ
シ
ェ
ッ
ト

は
短
い
メ
モ
を
残
し
て
い
る
。「
街
の
汚
い
部
分
。貧
困
。鍛
冶
屋
…
。湖
岸
の
植
生
。

［
美
し
い
］
光
景
。
家
の
中
の
清
潔
さ
。
僧
侶
…
。」。
散
歩
の
後
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦

に
戻
る
と
「
ナ
パ
キ
ヤ
【
ン
】
グ
の
領
主
か
ら
派
遣
さ
れ
た
琉
球
人
た
ち
が
お
り
、

彼
ら
は
食
料
（
豚
二
匹
、
雄
山
羊
二
匹
、
雌
鶏
十
羽
、
卵
百
個
、
大
根
二
束
…
）
を

贈
り
物
と
し
て
持
っ
て
き
て
い
た
」。

　

土
地
の
権
力
者
の
家
の
家
政
文
書
【хозяйственны

е 
документы

】
の
中
に
保

存
さ
れ
て
い
る
送
り
状
（
覚
え
）
に
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
よ
り
先
に
沖
縄

島
に
到
着
し
た
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
オ
リ
ブ
ッ
ツ
ァ
号
、
輸
送
船
メ
ン
シ
コ
フ
公
爵
号
に

対
し
て
提
供
さ
れ
た
食
料
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
艦
に
、豚
二
匹
、

雄
山
羊
二
匹
、
雌
鶏
十
羽
、
卵
百
個
、
唐
芋
八
十
斤
、
大
根
五
十
斤
ず
つ
」。
お
そ
ら

く
土
地
の
権
力
者
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
受
け
渡
し
命
令
書
に
よ
る
と
、
フ

リ
ゲ
ー
ト
艦
に
四
日
後
に
は
同
じ
量
の
同
じ
食
料
が
運
び
込
ま
れ
た
。「
豚
二
匹
、

雄
山
羊
二
匹
、
雌
鶏
十
羽
、
鶏
卵
百
個
、
唐
芋
八
十
斤
、
大
根
五
十
斤
」。
ゴ
ン
チ
ャ

ロ
フ
は
、
散
歩
か
ら
帰
る
と
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
の
舷
側
に
「
黒
い
縞
の
白
い
長
着
、
素

足
に
サ
ン
ダ
ル
履
き
の
長
い
あ
ご
ひ
げ
の
三
人
の
老
人
が
い
た
。
彼
ら
は
来
琉
の
祝

い
を
述
べ
る
た
め
に
ナ
パ
の
領
主
【напайский 

губернатор

】
の
と
こ
ろ
か
ら
来

た
者
た
ち
で
、
贈
り
物
と
し
て
野
菜
、
卵
、
雌
鶏
を
運
ん
で
き
た
の
で
あ
る
」
と
よ

り
詳
細
に
言
及
し
て
い
る

　

ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
遥
か
に
正
確
に
運
び
込
ま
れ
た
贈
り
物
を
挙
げ
て
い
る
。
領
主
の

代
表
た
ち
は
茶
を
馳
走
さ
れ
た
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
は
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
上
に
領
主

を
招
待
し
た
い
旨
希
望
を
述
べ
た
。
通
詞
の
ナ
ゴ
ダ
を
通
し
て
約
束
が
さ
れ
た
。
ポ

シ
ェ
ッ
ト
は
何
語
で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
か
記
し
て
い
な
い
。
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
自

身
も
代
表
の
一
人
が
「
自
由
に
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
と
中
国
語
の
筆
談
で
話
を
し
て
い

た
。も
う
一
人
は
英
語
で
話
し
て
い
た
が
、ほ
ん
の
少
し
だ
っ
た
」。こ
こ
で
ゴ
ン
チ
ャ

（
42
）

（
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）

（
44
）

（
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）

（
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）
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）
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）
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ロ
フ
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
書
く
こ
と
を
我
慢
で
き
な
か
っ
た
。「
だ
が
、
こ
れ
は

我
々
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
精
神
的
に
も
形
態
的
に
も
異
質
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
せ
ば
上
出
来
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
幼
子
た
ち
を
「
合

衆
国
人
が
保
護
し
た
」
の
は
そ
れ
ほ
ど
に
前
で
は
な
い
が
、
既
に
な
ん
だ
か
ん
だ
と

教
え
こ
ん
で
い
る
…
」。
こ
の
数
行
に
作
家
の
東
洋
の
民
族
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

中
心
の
視
点
、
東
洋
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
比
べ
て
先
天
的
に
低
い
と
い
う
見
方
が

現
れ
て
い
る
。

　

同
じ
日
に
、
ペ
リ
ー
提
督
の
艦
隊
か
ら
の
少
数
部
隊
の
指
揮
官
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

人
士
官
は
、目
を
通
す
よ
う
に
と
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
二
つ
の
文
書
を
渡
し
た
。ペ
リ
ー

艦
隊
は
中
国
か
ら
江
戸
に
向
か
う
途
上
で
あ
っ
た
ロ
シ
ア
艦
隊
到
着
の
二
日
前
に
島

か
ら
出
発
し
て
い
る
。
文
書
の
ひ
と
つ
に
は
、「
合
衆
国
の
代
表
者
た
る
ペ
リ
ー
は

当
海
域
に
お
い
て
琉
球
島
は
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
り
占
領
さ
れ
た
こ
と
（
傍
線
は
ポ

シ
ェ
ッ
ト
。
ク
リ
モ
フ
注
）
を
宣
言
す
る
」
と
あ
り
、「
合
衆
国
が
日
本
に
対
し
て

持
つ
要
求
」
が
満
た
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
報
復
で
あ
る
」
と
し
、
当
地
に
来
航

す
る
他
の
列
強
諸
国
の
艦
船
に
対
し
、
当
該
事
項
を
念
頭
に
お
い
て
欲
し
い
と
求
め

て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
文
書
で
司
令
官
は
ア
メ
リ
カ
人
が
建
築
し
た
建
造
物
に
慎

重
に
対
処
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。「
ペ
リ
ー
は
草
も
木
も
、
ア
メ
リ
カ
人
が
…

建
て
た
…
家
屋
も
損
な
う
こ
と
を
禁
止
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
」。

　

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
彼
ら
は
、
我
々
が

到
着
し
た
二
日
前
に
当
地
を
出
発
し
た
が
、具
合
の
悪
い
水
兵
た
ち
と
二
人
の
士
官
、

そ
し
て
彼
ら
と
と
も
に
文
書
を
残
し
、
そ
の
中
で
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち

は
日
本
人
の
く
び
き
に
異
議
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
抗
し
こ
れ
ら
の
島
々
を
米

国
の
保
護
下
に
置
い
た
こ
と
を
他
国
の
艦
船
に
通
告
し
、
ゆ
え
に
、
他
国
は
手
出
し

を
し
な
い
で
ほ
し
い
と
要
請
し
た
。
米
国
人
た
ち
は
石
炭
保
存
庫
ま
で
作
り
、
そ
の

後
、
…
ペ
リ
ー
提
督
は
日
本
に
向
け
て
出
発
し
た
」。

　

他
の
箇
所
で
作
家
は
島
の
美
し
さ
を
描
写
し
つ
つ
、
現
代
の
読
者
に
と
っ
て
は
全

く
思
い
も
か
け
ず
、
現
代
流
の
言
葉
で
言
え
ば
、
既
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
現
実
、

現
実
の
歴
史
、
近
隣
諸
国
、
す
な
わ
ち
中
国
と
日
本
と
の
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
関

係
を
軽
視
し
、
島
を
合
衆
国
の
法
制
下
に
お
く
こ
と
を
志
向
す
る
ペ
リ
ー
の
行
為
を

是
認
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
「
…
北
緯
二
六
度
の
と
こ
ろ
に
こ
れ

ら
祝
福
さ
れ
た
島
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
保
護
下
に
置
か
な
い
だ
な
ん
て
言

う
の
か
？
合
衆
国
人
た
ち
は
完
全
に
正
し
い
、
彼
ら
の
側
か
ら
見
れ
ば
」
と
言
っ
て

い
る
。

二
月
二
（
一
四
）
日

　

提
督
と
の
昼
食
に
英
国
国
教
会
の
宣
教
師
が
招
か
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
は
報
告
書
の
中
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
と
し
て
い
る
。
お
そ

ら
く
こ
れ
は
、
間
違
い
な
く
英
国
国
教
会
の
聖
職
者
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
昼
食
の

一
時
間
前
に
、
五
百
人
の
中
国
人
移
民
を
乗
せ
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
向
か
う
途

中
の
イ
ギ
リ
ス
商
船
が
到
着
し
た
。
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
、
こ
の
船
で
現
在
の
宣
教
師
と

交
替
す
る
た
め
に
別
の
宣
教
師
が
や
っ
て
来
た
、
と
記
し
て
い
る
。
昼
食
の
席
で
現

在
の
宣
教
師
は
、
四
名
の
琉
球
人
を
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
、

ま
た
、
日
本
語
・
中
国
語
辞
典
と
日
本
語
・
英
語
辞
典
を
編
纂
し
、『
四
人
の
福
音

伝
道
者
』【
四
福
音
書
】
と
『
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
』
を
翻
訳
し
た
、
と
語
っ
た
。
彼

は
こ
れ
ら
全
て
を
上
海
で
印
刷
す
る
準
備
を
進
め
て
お
り
、
す
で
に
自
分
の
家
族
を

同
地
に
遣
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
離
任
す
る
宣
教
師
の
言
う
と
こ
ろ
で
は
、
琉
球

人
は
キ
リ
ス
ト
教
聖
職
者
の
教
え
に
喜
ん
で
従
い
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
日
本
人
に
従
属
し
て
い
る
政
府
が
そ
れ
を
阻
止
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
宣
教
師
と
の
予
期
せ
ぬ
出
合
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。「
…
二
月
二
日
、
我
々
が
岸
に
上
が
る
準
備
を
終
え
よ
う
と
し
た
ま
さ
に
そ

の
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
宣
教
師
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
我
々
の
と
こ
ろ
に
現
れ
た
。
彼

（
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（
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は
や
せ
気
味
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
風
貌
を
し
、
顔
色
は
青
白
い
と
い
う
よ
り
は
色
が
褪

せ
た
と
い
う
感
じ
で
、
爪
が
鳥
の
爪
に
少
し
似
て
お
り
、
大
変
な
饒
舌
家
で
あ
っ
た
。

彼
に
は
魅
力
的
な
と
こ
ろ
は
全
く
な
く
、
ま
た
、
彼
の
話
、
そ
の
口
調
、
内
容
、
挨

拶
も
何
と
な
く
素
っ
気
な
く
、
打
ち
解
け
ず
、
好
感
を
持
て
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
彼

は
八
年
間
琉
球
に
住
ん
で
い
る
が
、
聖
書
を
琉
球
語
と
日
本
語
で
出
版
す
る
た
め
に

五
月
に
イ
ギ
リ
ス
に
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
妻
と
子
供
た
ち
は
す
で
に
中

国
に
遣
っ
て
、
自
身
は
、
自
分
を
連
れ
て
行
く
こ
と
を
彼
に
約
束
し
た
ペ
リ
ー
と
共

に
、
別
の
宣
教
師
が
交
替
に
や
っ
て
来
次
第
、
同
じ
く
中
国
に
向
か
う
予
定
で
あ
る
。

琉
球
に
八
年
間
と
い
う
の
は
、
真
に
キ
リ
ス
ト
教
的
偉
業
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
！

彼
は
英
語
、
ド
イ
ツ
語
を
話
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
は
お
よ
そ
下
手
だ
っ
た
」。

　

宣
教
師
の
言
っ
た
こ
と
を
ポ
シ
ェ
ッ
ト
が
書
き
留
め
た
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
琉
球

の
宮
中
支
配
者
は
、「
日
本
の
公
で
、本
当
に
小
さ
な
子
供［
一
二
歳
、ク
リ
モ
フ
注
］

で
あ
る
た
め
［
一
五
歳
に
な
る
ま
で
］
摂
政
の
下
に
あ
る
。
琉
球
諸
島
は
薩
摩
藩
の

所
属
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
中
国
へ
の
年
貢
は
す
で
に
払
っ
て
い
な
い
。
日
本
へ
の

年
貢
は
米
に
換
算
し
て
年
間
四
億
七
千
二
百
万
フ
ン
ト
［
フ
ン
ト
は
ロ
シ
ア
の
重
量

単
位
。「
万
」
と
読
ん
だ
の
は
ク
リ
モ
フ
］
相
当
に
な
り
、
様
々
な
品
物
で
支
払
わ
れ

て
い
る
。
日
本
か
ら
や
っ
て
来
る
船
は
年
間
五
〇
隻
に
上
り
、
三
月
、
四
月
、
五
月
、

六
月
に
集
中
し
て
い
る
…
」。

　

一
方
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
年
貢
は
現
物
で
貢
納
さ
れ
、

日
本
の
米
を
も
上
回
る
最
上
品
種
の
米
、
お
よ
び
煙
草
、
竜
涎
香
、
バ
ナ
ナ
【
芭
蕉
。

以
下
同
様
】
の
繊
維
か
ら
作
っ
た
布
、
酒
で
あ
る
。
酒
は
最
上
の
も
の
と
さ
れ
、
日

本
人
は
自
分
た
ち
の
米
を
酒
の
醸
造
に
最
適
な
当
地
の
米
と
交
換
し
て
い
る
」。

　

作
家
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
、
地
元
の
宣
教
師
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
と
し
て
、
年
貢
は

金
額
に
換
算
し
て
二
十
万
ル
ー
ブ
ル
に
上
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
島
の
土
地
が
肥

沃
で
あ
る
こ
と
を
間
接
的
に
示
す
も
の
と
記
し
て
い
る
。
年
少
の
王
の
母
【
祖
母
】

は
、
夫
亡
き
後
の
女
王
で
年
若
い
息
子
【
孫
】
の
摂
政
役
を
務
め
て
い
た
が
、
ロ
シ

ア
艦
隊
が
来
る
少
し
前
に
死
去
し
た
。
琉
球
人
た
ち
は
五
〇
日
間
喪
に
服
し
て
い
た

が
、
そ
の
間
多
く
の
者
は
草
で
出
来
た
白
い
長
着
を
ま
と
っ
て
い
た
。
ゴ
ン
チ
ャ
ロ

フ
は
「
白
は
東
洋
で
は
裳
の
色
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
年
少
の
王
は
ま
る
で
捕

虜
の
よ
う
に
当
地
に
住
み
、
一
五
歳
に
な
る
と
日
本
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

宣
教
師
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
自
分
は
中
国
服
に
身
を
纏
い
、
宮
殿
に
侵
入
し
、

気
付
か
れ
る
こ
と
に
な
く
王
の
部
屋
ま
で
通
り
抜
け
て
行
っ
た
が
、
そ
の
時
王
は
鞠

で
遊
ん
で
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宮
臣
た
ち
は
宮
殿
に
部
外
者
が
い
る
こ
と

に
す
ぐ
に
は
気
付
か
な
か
っ
た
。
宣
教
師
が
見
つ
け
ら
れ
た
時
、「
宮
臣
た
ち
は
無

礼
な
訪
問
者
を
叩
頭
し
て
取
り
囲
み
、お
帰
り
は
、ほ
ら
ッ
、あ
ち
ら
で
す
と
教
え
た
」。

　

沖
縄
島
の
言
語
状
況
を
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
て
い
る
。「
琉
球

語
は
日
本
語
の
方
言
で
あ
る
。
政
府
の
言
葉
は
中
国
語
で
あ
る
。
民
衆
か
ら
出
来
る

だ
け
も
の
ご
と
を
隠
す
た
め
で
あ
る
」。
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
宣
教
師
の
意
見
と
し
て

次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。「
彼
ら
の
言
葉
は
…
日
本
語
に
近
く
、
方
言
の
一
部
で

あ
る
よ
う
に
思
う
。
琉
球
人
と
日
本
人
は
互
い
に
言
葉
が
通
じ
合
っ
て
お
り
、
彼
ら

は
親
類
と
考
え
る
の
が
一
番
近
い
」。

　

同
様
に
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
、「
琉
球
人
は
、
日
本
人
、

中
国
人
、
朝
鮮
人
の
い
ず
れ
に
も
起
源
し
な
い
。
彼
ら
の
存
在
に
中
国
人
が
関
与
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
朝
鮮
人
は
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
の

で
、
彼
ら
に
琉
球
人
と
の
共
通
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
私
は
分
か
ら
な

い
。
琉
球
人
の
目
は
大
き
く
、
中
国
人
の
よ
う
に
角
張
っ
て
い
な
い
、
ま
た
、
顔
は

均
整
の
取
れ
た
楕
円
形
で
、
頬
骨
は
突
き
出
て
い
な
い
」。

　

こ
の
点
に
関
し
て
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
、
二
月
三
（
一
五
）
日
の
手
記
の
中
で
、
琉
球

人
の
「
鼻
は
小
さ
く
、
頬
骨
は
突
き
出
て
お
り
、
額
は
広
く
な
く
、
頬
は
平
ら
で
あ

る
」
と
の
メ
モ
を
残
し
て
い
る
。

　

ポ
シ
ェ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
島
に
は
「
浅
瀬
や
灌
木
の
茂
み
に
サ
ギ
、
野
生
の
鴨

【уток диких

】
が
多
数
い
る
…
。
人
口
は
多
い
。
小
道
に
は
石
が
敷
き
詰
め
て
あ
る
。
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藁
葺
き
の
小
屋
の
周
囲
に
竹
垣
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
」。

　

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
現
地
民
の
住
居
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
描
写
し
て
い
る
。「
珊

瑚
で
作
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
垣
を
眺
め
る
と
、
そ
の
向
こ
う
に
は
同
じ
よ
う
に
が
っ
し

り
と
し
た
石
造
り
の
家
が
隠
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
お
よ
そ
そ

う
で
は
な
く
、
そ
こ
に
つ
つ
ま
し
く
立
っ
て
い
る
の
は
、
瓦
葺
き
の
お
も
ち
ゃ
の
よ

う
な
小
さ
な
家
、
あ
る
い
は
、
藁
葺
き
で
、
細
い
木
を
竹
で
編
ん
だ
壁
が
三
方
に
あ

る
だ
け
の
な
い
み
す
ぼ
ら
し
い
家
畜
小
屋
の
よ
う
な
あ
ば
ら
屋
で
あ
る
。
家
の
一
方

は
開
い
て
あ
っ
て
、
必
要
な
場
合
は
、
硝
子
が
な
い
の
で
紙
を
貼
っ
た
枠
で
塞
ぐ
の

で
あ
る
。こ
れ
は
裕
福
な
家
の
場
合
で
、あ
ば
ら
屋
で
は
塞
ぐ
よ
う
な
作
り
に
は
な
っ

て
い
な
い
」。

　

著
作
の
別
の
箇
所
で
作
家
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
、
茅
屋
が
な
ぜ
が
っ
し
り
と
し
た
垣

で
囲
ま
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
山

の
あ
た
り
か
ら
茅
屋
が
続
い
て
い
て
、
ま
る
で
お
も
ち
ゃ
の
よ
う
だ
。
残
念
な
こ
と

に
、
そ
れ
ら
は
垣
の
向
こ
う
に
隠
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
駄
目
な

の
だ
。
琉
球
も
、
暴
風
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
台
風
の
範
囲
に
入
っ
て
い
る
の
で
、

が
っ
し
り
と
し
た
囲
い
の
陰
に
な
け
れ
ば
、
小
鳥
籠
に
似
た
こ
れ
ら
の
家
は
ご
み
か

何
か
の
よ
う
に
一
掃
さ
れ
て
し
ま
う
」。

二
月
三
日
（
一
五
）
日

　

ポ
シ
ェ
ッ
ト
が
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
と
共
に
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
同
行
し
て
、
宣
教
師

の
家
を
訪
れ
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
【
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト
】
は
、

宣
教
師
の
住
ま
い
は
み
す
ぼ
ら
し
い
が
、
庭
に
は
素
晴
ら
し
い
バ
ナ
ナ
の
木
が
生
え

て
い
る
と
手
帳
に
簡
単
に
記
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
聖
職
者
の
家
に
は
島
で
唯
一

の
硝
子
の
窓
が
二
つ
付
い
た
書
斎
が
あ
っ
た
。
硝
子
窓
は
ペ
リ
ー
が
宣
教
師
に
贈
っ

た
も
の
で
あ
る
。
宣
教
師
は
、
同
じ
く
ペ
リ
ー
提
督
か
ら
の
贈
り
物
で
あ
る
大
き
な

銀
杯
を
見
せ
た
。

　

こ
の
日
の
会
見
に
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
も
同
席
し
て
い
た
。
彼
は
こ
の
時
の
訪
問
の
様

子
を
よ
り
詳
細
に
描
写
し
て
い
る
。

　
「
宣
教
師
は
玄
関
口
で
我
々
を
出
迎
え
、
部
屋
に
通
し
た
。
部
屋
は
、
琉
球
の
一

般
の
家
と
同
様
に
窓
枠
に
紙
が
貼
っ
て
あ
る
…
。
本
と
手
稿
で
一
杯
の
宣
教
師
の
書

斎
だ
け
は
、
大
き
く
は
な
い
が
硝
子
窓
が
付
い
て
い
て
、
そ
の
硝
子
は
合
衆
国
人
か

ら
宣
教
師
に
贈
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ド
ア
の
上
方
に
は
、
同
じ
く
合
衆
国
人

か
ら
の
も
う
一
つ
の
贈
り
物
で
あ
る
銀
の
花
瓶
が
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
ま

さ
に
簡
素
で
あ
っ
た
。
粗
末
な
造
り
の
木
の
机
、
椅
子
も
同
様
で
、
長
椅
子
も
そ
れ

ら
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
」。

　
「
合
衆
国
人
」
と
い
う
の
は
ペ
リ
ー
提
督
を
お
い
て
は
他
に
な
く
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト

は
手
帳
の
中
で
ペ
リ
ー
の
名
を
は
っ
き
り
と
記
し
て
い
る
。
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
に
と
っ

て
同
様
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
宣
教
師
の
庭
の
バ
ナ
ナ
の
木
で
あ
っ
た
。「
い
ち

ば
ん
良
か
っ
た
の
は
、
庭
全
体
に
影
を
落
と
し
て
い
る
玄
関
脇
の
素
晴
ら
し
い
バ
ナ

ナ
の
木
、お
よ
び
多
く
の
灌
木
の
茂
み
と
花
で
あ
っ
た
」。と
同
時
に
、作
家
ゴ
ン
チ
ャ

ロ
フ
は
、
残
念
な
こ
と
と
し
て
、「
琉
球
に
は
毒
蛇
が
い
る
。
宣
教
師
は
部
屋
で
二

匹
捕
ま
え
た
と
言
っ
て
い
た
」
と
記
し
て
い
る
。

　

畑
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
主
な
も
の
は
、
米
、
タ
ロ
芋
、
薩
摩
芋
、
小
麦
、
お
よ
び

大
豆
、
豌
豆
、
大
根
で
あ
る
。
樹
木
の
う
ち
ポ
シ
ェ
ッ
ト
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
、
マ
ホ
ガ
ニ
ー
、
バ
ナ
ナ
が
自
生
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
棕
櫚
と

椰
子
で
あ
る
。
ま
た
「
バ
ナ
ナ
、
煙
草
、
茶
が
あ
る
」。

　

一
方
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
樹
木
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
ガ
ジ
ュ
マ

ル
の
木
の
ほ
か
に
、
高
さ
と
美
し
さ
が
見
事
な
太
い
木
が
あ
り
、
日
本
人
は
そ
の
繊

維
か
ら
書
き
物
を
す
る
紙
を
作
っ
て
い
る
。
そ
し
て
様
々
な
種
類
の
ミ
ル
テ
。
庭
で

時
折
見
ら
れ
る
の
が
、
実
の
付
い
た
椰
子
と
棕
櫚
で
あ
る
が
、
椰
子
は
ジ
ャ
ワ
お
よ

び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
我
々
が
目
に
し
た
も
の
に
比
べ
る
と
み
す
ぼ
ら
し
く
思
え
た
。

お
そ
ら
く
椰
子
に
と
っ
て
こ
こ
は
気
温
が
低
い
の
で
あ
ろ
う
、
葉
が
ま
ば
ら
で
小
さ
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い
」。

　

さ
ら
に
作
家
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
こ
の
時
期
「
畑
の
あ
ち
こ
ち
で
人
々

が
作
業
を
し
て
お
り
、
田
植
え
、
あ
る
い
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
キ
ャ
ベ
ツ
そ
の
他
の
取

り
入
れ
を
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
平
和
、
穏
や
か
さ
、
心
地
よ
い
労
働
、

豊
か
さ
の
彩
り
に
静
か
に
包
ま
れ
て
お
り
、
長
く
、
困
難
で
、
最
後
に
は
危
険
で
も

あ
っ
た
航
海
を
経
て
き
た
私
に
と
っ
て
は
、
こ
の
地
は
最
も
魅
力
的
で
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に
思
え
た
」。

　

こ
の
日
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
同
僚
と
一
緒
に
島
の
子
供
た
ち
に
英
語
を
教
え
た
。「
ア

メ
リ
カ
の
士
官
に
ス
ペ
イ
ン
銀
貨
を
中
国
の
手
形
【чеки

】
に
換
え
て
も
ら
い
、
そ

れ
ら
を
男
の
子
た
ち
に
投
げ
与
え
、
こ
の
先
生
の
助
け
を
得
て
、H

ow
 do you do

を
は
っ
き
り
と
繰
り
返
し
て
子
供
た
ち
に
覚
え
さ
せ
た
」。

二
月
四
（
一
六
）
日
。

　

ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
、
外
国
の
新
聞
を
読
ん
で
、
黒
海
情
勢
、
ロ
シ
ア
と
ト
ル
コ
、
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
の
進
展
を
注
意
深
く
追
っ
た
。
彼
の
手
帳
に
は
、
彼

が
読
ん
で
比
較
し
、
欧
州
情
勢
の
客
観
的
な
構
図
を
再
現
し
よ
う
と
試
み
た
西
欧
の

新
聞
と
雑
誌
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
分
析
を
行
っ
た
後
彼
は
そ
の
総
括
と
し
て

こ
の
日
の
手
帳
に
、「
英
仏
は
一
見
和
平
に
向
け
奔
走
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

実
際
は
ト
ル
コ
人
を
け
し
か
け
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
。

　

当
時
の
西
欧
の
定
期
刊
行
物
の
紙
面
に
ロ
シ
ア
に
関
し
て
い
か
に
非
客
観
的
な
情

報
が
載
っ
て
い
た
か
は
、
こ
の
時
期
（
一
八
五
三
年
一
二
月
後
半
か
ら
一
八
五
四
年

一
月
初
め
）、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
い
た
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
艦
長
の
ス

テ
パ
ン
・
ス
テ
パ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
レ
ソ
フ
ス
キ
ー
海
軍
少
佐（
一
八
一
七
―
一
八
八
四
）

の
発
言
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
レ
ソ
フ
ス
キ
ー
は
私
的
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う
に
憤

懣
を
述
べ
て
い
る
、「
新
聞
は
ひ
ど
い
戯
言
を
書
き
立
て
て
い
る
【порят

】。
…
私

が
聞
い
た
話
で
は
、
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ナ
ヒ
ー
モ
フ
分
艦
隊
が
ト
ル
コ
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
を

奪
取
し
た
後
、
同
部
隊
の
士
官
が
唯
一
生
き
残
っ
て
い
た
ト
ル
コ
人
を
滅
多
斬
り
に

し
、そ
の
肉
を
一
切
れ
切
り
取
っ
て
食
べ
、そ
の
功
に
対
し
て
皇
帝
か
ら
ゲ
オ
ル
ギ
ー

勲
章
を
も
ら
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
く
だ
ら
な
い
こ
と
で
も
我
々
は

そ
れ
が
本
当
か
ど
う
か
を
確
か
め
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
…
」。

　

ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
二
月
四
（
一
六
）
日
の
手
帳
の
中
で
、
怪
我
を
し
た
た
め
に
島
を

よ
り
活
動
的
に
見
聞
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
悔
し
が
っ
て
い
る
。「
足
を
挫

い
た
の
で
三
日
間
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
の
中
に
留
ま
っ
て
い
た
」。

　

こ
の
日
は
日
曜
日
だ
っ
た
の
で
二
人
の
宣
教
師
は
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
か
ら
午
餐
に
招

か
れ
た
。
更
に
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
の
要
請
に
応
じ
て
ナ
パ
キ
ヤ
ン
グ
の
領
主

【губернатор Н
апакиянге

】
が
「
黄
色
い
琉
球
舟
に
乗
り
、
従
者
六
人
と
共
に
」

や
っ
て
来
た
。
も
う
一
隻
の
よ
り
小
さ
な
舟
で
ピ
ロ
ー
グ
が
運
ば
れ
て
き
た
が
、
そ

れ
は
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
生
焼
け
の
パ
ン
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方

Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
が
記
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
領
主
が
提
督
に
贈
っ
た
の

は
「
何
か
タ
ル
ト
の
よ
う
な
も
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
一
方
、
領
主
に
は
、
大
き
な
サ

モ
ワ
ー
ル
と
硝
子
の
食
器
が
贈
呈
さ
れ
た
。
ま
た
以
前
に
は
、
送
ら
れ
て
き
た
家
畜

と
野
菜
の
お
礼
と
し
て
長
着
用
の
羅
紗
を
送
っ
て
い
る
」。「
皇
帝
へ
の
報
告
書
」
の

中
で
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
彼
の
こ
と
を
「
町
の
支
配
者
」
と
名
付
け
て
い
る
。
提
督
と

の
会
話
の
中
で
領
主
は
次
の
よ
う
に
明
言
し
た
。「【
琉
球
は
】
日
本
に
で
は
な
く
、

中
国
に
従
属
し
て
い
る
。
琉
球
人
は
一
般
に
貧
し
く
、
米
を
食
し
て
い
る
の
は
富
ん

だ
者
だ
け
で
あ
る
。
塩
は
少
な
い
」。
領
主
を
音
楽
で
送
っ
た
。

　

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
、
当
地
の
権
力
者
た
ち
【продставители 

местны
х 

властей
】
は
日
本
へ
の
従
属
を
否
定
し
、
中
国
へ
の
従
属
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て

い
る
と
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。「
彼
ら
が
そ
う
言
っ
て

い
る
の
は
日
本
人
に
唆
さ
れ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
も
し
か
し
た
ら
、
ア
メ
リ

カ
人
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
日
本
人
と
の
間
に
軋
轢
が
生
じ
て
い
る
と
ア
メ
リ
カ
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人
か
ら
聞
き
、
ア
メ
リ
カ
人
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
い
ず
れ
を
も
敵
に
回
さ
な
い

た
め
に
、
日
本
人
と
は
予
め
関
係
を
切
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
」。

　

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
領
主
に
対
し
、
ロ
シ
ア
艦
船
が
も
し
当
地
に
や
っ
て
来
た
場
合

に
は
助
力
と
厚
遇
を
賜
る
と
同
時
に
交
易
関
係
を
取
り
結
ん
で
欲
し
い
と
言
っ
た
。

し
か
し
、
領
主
は
肯
定
的
な
答
を
避
け
た
。

　

宣
教
師
た
ち
の
言
う
と
こ
ろ
で
は
、
領
主
は
「
数
多
く
い
る
日
本
の
ス
パ
イ
」
の

影
響
力
を
恐
れ
て
い
た
。
宣
教
師
た
ち
は
ま
た
、
琉
球
は
中
国
に
従
属
し
て
い
る
と

い
う
領
主
の
言
を
否
定
し
た
。
中
で
も
彼
ら
は
、「
最
近
八
年
間
は
中
国
と
の
往
来

は
全
く
な
か
っ
た
」
と
明
言
し
た
。
琉
球
人
は
、
通
常
の
商
品
の
み
な
ら
ず
「
書
籍

も
す
べ
て
日
本
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
読
書
は
あ
ま
り
せ
ず
、
専
ら
煙
草

と
酒
に
耽
っ
て
い
る
」。

　

ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
、
裕
福
な
琉
球
人
が
外
出
す
る
際
に
は
「
大
抵
の
場
合
お
付
き
が

食
べ
物
を
入
れ
た
箱
を
持
っ
て
後
に
続
く
」
と
い
う
興
味
深
い
特
徴
的
な
事
象
を
記

し
て
い
る
。
土
地
の
住
民
た
ち
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
見
る
と
逃
げ
る
、
あ
る
い
は
隠

れ
る
の
は
何
故
な
の
か
と
ロ
シ
ア
人
が
領
主
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
領
主
は
次
の
よ
う

に
答
え
た
。「
住
民
た
ち
が
逃
げ
る
の
は
島
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
立
ち
寄
る
こ
と
が

稀
な
た
め
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
に
、
以
前
こ
こ
に
来
た
ア
メ
リ
カ
人
は
時
折
畑
か
ら
豌
豆
や
大
豆
を

取
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
し
か
も
、
一
人
あ
る
い
は
数
人
な
ら
ま
だ
し
も
、
皆
が
…
。

そ
れ
を
聞
い
た
我
々
は
領
主
に
対
し
、
我
が
方
の
人
間
は
何
に
も
手
を
触
れ
る
こ
と

は
し
な
い
と
確
約
し
た
」。

　

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
、
ロ
シ
ア
人
の
突
然
の
出
現
に
対
す
る
土
地
の
住
民
の
反
応
を

次
の
よ
う
に
描
写
し
て
あ
る
。

　
「
丈
が
短
く
体
に
ぴ
っ
た
り
と
し
た
服
を
身
に
纏
い
、
巨
大
な
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
樹

の
下
を
足
早
に
大
き
な
足
音
を
響
か
せ
て
歩
く
自
分
や
仲
間
た
ち
の
姿
は
、
我
な
が

ら
奇
妙
で
あ
っ
た
。
当
地
の
馬
は
小
型
で
姿
の
良
い
馬
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

を
見
る
の
に
慣
れ
て
お
ら
ず
、
我
々
に
出
会
う
と
驚
き
、
後
ろ
脚
で
地
面
を
蹴
っ
て

慌
て
て
脇
に
よ
け
る
の
で
あ
っ
た
。
馬
の
引
き
手
は
我
々
を
見
か
け
る
と
馬
の
目
を

藁
帽
子
で
覆
い
、
足
早
に
通
り
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
。
出
会
っ
た
女
性
た
ち
も
、
後

ろ
足
で
地
面
を
蹴
り
は
し
な
い
が
、
顔
を
隠
し
、
間
に
合
え
ば
同
じ
よ
う
に
脇
に
よ

け
る
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
十
三
歳
く
ら
い
で
想
像
以
上
に
器
量
の
良
い
女
の
子
だ

け
は
、
庭
か
ら
道
に
出
て
き
て
、
勇
敢
に
も
好
奇
心
を
も
っ
て
、
腕
白
な
子
供
た
ち

の
よ
う
に
目
を
見
開
い
て
我
々
を
見
て
い
た
」。

　

住
民
の
こ
の
よ
う
な
行
動
は
土
地
の
支
配
者
か
ら
の
次
の
よ
う
な
命
令
に
よ
っ
て

説
明
で
き
る
。

　
「
…
野
蛮
人
に
対
し
て
執
拗
な
興
味
を
示
す
よ
う
な
行
為
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
。

も
し
野
蛮
人
と
遭
遇
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、
平
民
は
道
の
片
方
に
寄

り
、
彼
ら
の
傍
を
静
か
に
通
り
過
ぎ
、
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
行
動
す
べ
し
。
ま
た

平
民
は
、
恐
れ
て
い
る
こ
と
と
同
時
に
驚
き
を
相
手
に
み
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
こ
の
命
令
は
住
民
の
一
人
一
人
に
周
知
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
従

わ
な
い
者
は
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
各
住
民
は
し
か
と
心

得
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
命
令
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
監
督
は
役
人
が
行

う
も
の
と
す
る
。
本
命
令
は
個
々
の
役
人
す
べ
て
に
通
達
さ
れ
る
」。

　

二
月
五
（
一
七
）
日
付
の
ポ
シ
ェ
ッ
ト
の
手
帳
に
は
記
述
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

足
の
怪
我
の
た
め
岸
に
上
が
る
こ
と
が
出
来
ず
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
内
で
は
特
筆
す
べ

き
こ
と
は
特
に
何
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
二
月
一
六
（
二
八
）
日
（
マ

ニ
ラ
出
港
の
日
）
か
ら
二
月
二
七
日
（
三
月
一
一
日
）（
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
が
サ
ン
ト

ド
ミ
ン
ゴ
に
到
着
し
た
日
）
ま
で
、
彼
が
手
帳
に
何
も
記
入
し
て
い
な
い
の
も
お
そ

ら
く
同
様
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

二
月
八
（
二
〇
）
日
。「
ス
ク
ー
ナ
ー
船
は
ボ
ロ
ジ
ノ
の
二
つ
の
島
の
調
査

【осмотр

】
に
出
掛
け
た
。
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
と
輸
送
船
は
引
き
続
き
マ
ニ
ラ
に
向
け

て
出
発
し
た
。
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
は
注
文
し
て
あ
っ
た
木
材
二
本
の
到
着
を
待
っ
て
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い
る
」。
木
材
は
マ
ス
ト
の
修
理
用
で
あ
る
。
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
よ
り
出

さ
れ
た
要
請
に
従
っ
て
島
の
支
配
者
か
ら
木
材
二
本
、
そ
れ
ぞ
れ
直
径
一
五
一
・
五

㎝
、
二
四
二
・
四
㎝
、
長
さ
一
六
・
二
九
ｍ
、
三
・
六
二
ｍ
が
供
与
さ
れ
た
。
こ
の

日
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
一
人
の
見
回
り
の
役
人
【полицейский 

служ
итель

】
と
知
り

合
い
に
な
っ
た
。「
好
奇
心
豊
か
な
老
人
」
で
あ
る
そ
の
役
人
は
、
持
て
る
地
理
の

知
識
を
披
露
し
、
地
球
儀
の
上
で
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
琉
球
の
位
置
を
示
す
こ
と

が
出
来
た
。
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
の
ボ
タ
ン
を
二
つ
外
し
て
彼
に

贈
っ
た
。

　

二
月
九
（
二
一
）
日
の
手
帳
に
短
い
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
文
字
が
部
分
的

に
摩
耗
し
て
お
り
、
判
読
が
困
難
で
あ
る
。

　

続
い
て
手
帳
に
次
の
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
「
二
月
一
六
（
二
八
）
日　

午
後
一
〇
時
、
マ
ニ
ラ
投
錨
地
、
町
か
ら
三
マ
イ
ル
の

と
こ
ろ
に
投
錨
し
た
」。

　

次
の
メ
モ
は
日
付
部
分
は
空
い
て
い
る
が
、
二
月
二
七
日
（
三
月
一
一
日
）
の
も

の
で
、「
二
月
二
七
日（
三
月
一
一
日
）午
後
七
時
抜
錨
、マ
ニ
ラ
を
後
に
し
た
。フ
ォ

ア
マ
ス
ト
に
亀
裂
が
生
じ
た
。
流
れ
が
強
い
…
」
と
あ
り
、
続
け
て
ほ
と
ん
ど
間
を

置
か
ず
同
じ
頁
に
、「
三
月
九
（
二
一
）
日
。
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
湾
に
投
錨
」
と
あ
る
。

　

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
指
揮
下
の
艦
隊
の
動
き
に
関
し
て
は
公
式
報
告
が
『
海
軍
雑

誌
』【М

орской сборник

】
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
従
え
ば
、
ス
ク
ー
ナ
ー

艦
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
号
は
、
艦
隊
が
沖
縄
島
の
投
錨
地
に
停
泊
し
て
い
る
間
「
ボ
ロ
ジ

ノ
島
の
調
査
【осмотр

】
に
派
遣
さ
れ
た
。
艦
隊
は
二
月
一
六
（
二
八
）
日
に
マ
ニ

ラ
に
無
事
到
着
し
、
ス
ク
ー
ナ
ー
艦
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
号
は
調
査
し
た
諸
島
の
測
量
を

終
え
た
後
、二
月
二
三
日（
三
月
七
日
）に
艦
隊
に
合
流
し
た
。マ
ニ
ラ
で「
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
侍
従
武
官
長
は
、
各
艦
に
積
め
る
限
り
の
量
の
食
糧
備
蓄
を
準
備
し
、
そ
れ
と

は
別
に
輸
送
船
メ
ン
シ
コ
フ
公
爵
号
に
四
ヶ
月
分
の
食
料
備
蓄
を
積
み
込
み
、
三
月

一
一
日
に
マ
ニ
ラ
を
出
港
す
る
予
定
で
あ
っ
た
」。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
海
軍
少
佐
ポ
シ
ェ
ッ
ト
の
手
帳
に
は
、
ロ
シ
ア
海
軍
艦

船
の
沖
縄
島
滞
在
に
つ
い
て
の
特
に
新
し
い
情
報
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
新
た
に
学
門
的
運
用
に
導
入
さ
れ
た
文
書
史
料
は
、
本
稿
で
扱
っ
た
出
来
事

に
つ
い
て
よ
り
多
く
の
具
体
的
事
実
を
取
り
込
み
、
他
の
既
に
知
ら
れ
て
い
る
史
料

と
関
連
づ
け
る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
て
く
れ
る
。
文
書
館
史
料
を
更
に
探
索
す
る
こ

と
に
よ
り
、
我
々
が
ま
だ
知
ら
な
い
史
料
が
発
見
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

○
参
考
文
献

１ 

．РГА
 В

М
Ф

. Ф
онд 1247. О

пись 1. Д
ело 12. Записная книж

ка П
осьета 

№
 7, 1854 г. Н

ачато: 28 января/9 февраля 1854. Кончено: 11/23 марта 

1854 г. Н
а 61 листе.

２ 

．Бондаренко Ю
. А

дмирал П
осьет//К

расная звезда. 9 февраля 2010 г.

３ 

．Буров 
Д

.М
. 

Н
аселение 

Я
понии//Я

пония 
и 

ея 
обитатели. 

С
 

прилож
ениемъ очерка «Корея и корейцы

». С
.-П

етербург: Типография 

А
кционерного общ

ества «Брокгаузъ–Ефронъ, 1904. С
. 144-158.

４ 

．В
сеподданнейш

ий отчет Генерал-А
дъю

танта Графа П
утятина о 

плавании отряда военны
х судов наш

их в Я
понию

 и К
итай 1852–1855 

годов//М
орской сборник. Том X

X
IV. №

 10. А
вгуст, 1856. Часть II. 

С
П

б.: Типография И
мператорской А

кадемии Н
аук, 1856. С

. 22-104.

５
．В

ы
писка из письма Кап Л

ейт. Л
есовского, Командира фрегата 

Д
иана. В

алпарайзо, М
ая 3/15 дня 1854/ [Часть] III. Часть учено-

литературная. С
месь. С

. 67-72//М
орской сборник. Т. X

II. №
 5. М

ай. 

С
анкт-П

етербург: типография М
орского кадетского корпуса. 1854.

６
．Гончаров 

И
.А

. 
Ф

регат 
«П

аллада». 
О

черки 
путеш

ествия. 
М

.: 

Государственное издательство географической литературы
, 1949.

（
93
）

（
94
）

（
95
）

（
96
）

（
97
）

（
98
）

（
99
）

（
100
）

（
101
）

（
102
）

©2015 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



（　 ）　琉球におけるロシア人たち（1854年２月１日―９日）（クリモフ）161

７
．Гончаров 

И
.А

. 
Ч

ерез 
двадцать 

лет//Гончаров 
И

.А
. 

С
обрание 

сочинений 
в 

ш
ести 

томах. 
Т. 

3. 
М

.: 
Библиотека 

“О
гонек”. 

И
здательство “П

равда”, 1972. С
. 426-456.

８
．Д

анилов А
.М

. Л
инейны

е корабли и фрегаты
 русского парусного 

флота. М
инск: А

малфея, 1996. 384 с.

９
．Д

виж
ение судов. О

тряд генерал-адъю
танта П

утятина/[Часть] II. 

О
фициальны

е статьи и известия. С
. 68-69//М

орской сборник. Т. X
II. 

№
 

5. 
М

ай. 
С

анкт-П
етербург: 

Типография 
морского 

кадетского 

корпуса, 1854.

10
．Заметки К

. III. П
оручика Елкина о гидрографических занятиях во 

время кругосветного плавания на фрегате «Д
иана», с 1853 по 1855 

год//М
орской сборник. Том X

X
IV. №

 10. А
вгуст, 1856. Часть II. С

П
б.: 

Типография И
мператорской А

кадемии Н
аук, 1856. С

. 105-131.

11
．И

звестия о плавании фрегата Д
иана, от 9 М

ая, от 15 М
ая/II. 

О
фициальны

е статьи и известия. С
. 235-237//М

орской сборник. Т. X
II. 

№
 8. А

вгуст. С
анкт-П

етербург: Типографии И
мператорской А

кадемии 

наук и М
орского кадетского корпуса, 1854.

12
．И

звлечения из писем морских офицеров: Зарубина, П
ещ

урова и 

Болтина, находящ
ихся на Э

скадре П
утятина.―

Н
агасаки 18/30 Я

нваря 

1854 года//III. Часть учено-литературная. С
месь. С

. 319-332//М
орской 

сборник. Т. X
II. №

 7. И
ю

ль. С
анкт-П

етербург: Типография М
орского 

кадетского корпуса, 1854.

13
．Каврайский Ю

. А
дмирал П

осьет//М
орская газета. 25 ию

ля 2008 г.

14
．К

ронш
тадтский вестник, 1873 г., №

 11, 24 января (5 февраля).

15
．М

арандж
ан К

.Г. “Евангелие от Луки” из собрания И
В

Р РА
Н

//

Локальное наследие и глобальная перспектива. “Традиционализм” и 

“револю
ционизм” 

на 
В

остоке. 
X

X
V

II 
М

еж
дународная 

научная 

конференция по источниковедению
 и историографии стран А

зии и 

А
фрики, 24-26 апреля 2013г.: Тезисы

 докладов. С
П

б.: В
осточны

й 

факультет С
П

бГУ, 2013. С
. 171.

16
．М

уравейский 
С

.Д
. 

И
.А

. 
Гончаров 

и 
его 

плавание 
на 

фрегате 

«П
аллада», вступительная статья//Гончаров И

.А
. Ф

регат «П
аллада». 

О
черки 

путеш
ествия. 

М
.: 

Государственное 
И

здательство 

географической литературы
. С

. 3-60.

17
．Н

акамура Ёсикадзу. И
.А

. Гончаров у японцев//Н
езримы

е мосты
 

через Я
понское море, И

стория и литература в поле русско-японских 

воздействий, С
П

б., 2003. С
. 34-43.

18
．О

бщ
ий флотский список. О

собы
 состоящ

ие в М
орском ведомстве. 

С
анкт-П

етербург: Типография морского министерства, 1876.

19
．П

устовой Е.В
. Русские корабли на Рю

кю
 в 1854 г. В

ладивосток: 

«Русский О
стров», 2013. 160 с.

20
．Ранцов В

.Л
. И

сторический очерк Я
понии//Я

пония и ея обитатели. 

С
 прилож

ением очерка «Корея и корейцы
». С

.-П
етербург: Типография 

А
кционерного общ

ества «Брокгауз–Ефрон», 1904. С
. 27-108.

21
．С

авада К
. Гончаров в Я

понии. Japanese Slavic and East European 

Studies. Vol. 4. K
yoto, 1983. C

. 95-109.
22
．Ф

айнберг Э
.Я

. Русско–японские отнош
ения в 1697–1875 гг. М

.: 

И
здательство восточной литературы

, 1960. 314 с.

23
．Черевко К

.Е. Россия на рубеж
ах Я

понии, К
итая и С

Ш
А

 (2-я 

половина X
V

II-начало X
X

I века). М
.: И

нститут русской цивилизации, 

2010.

24
．Ш

илов Д
.Н

. Государственны
е деятели Российской империи 1802-
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1917. 
Главы

 
вы

сш
их 

и 
центральны

х 
учреж

дений 
1802-1917. 

Биобиблиографический справочник. И
здание второе исправленное и 

дополненное. С
П

б.: И
зд-во «Д

митрий Буланин», 2002. С
. 605-606.

25
．Ш

мидт 
П

.Ю
. 

П
рирода 

Я
понии//Я

пония 
и 

ея 
обитатели. 

С
 

прилож
ением очерка «Корея и корейцы

». С
.-П

етербургъ: Типография 

А
кционерного общ

ества «Брокгаузъ–Ефронъ», 1904. С
. 1-27.

26
．Э

кспедиция 
Коммодора 

П
ерри 

в 
Я

понию
/III. 

Ч
асть 

учено-

литературная. С
месь и разны

 известия. С
. 393-397//М

орской сборник. 

Т. X
II. №

 8. А
вгуст. С

анкт-П
етербург: Типографии И

мператорской 

А
кадемии наук и М

орского кадетского корпуса, 1854.

27
．
川
路
聖
謨
『
長
崎
日
記
・
下
田
日
記
』【
藤
井
貞
文
・
川
田
貞
夫
校
注　

平

凡
社
】
東
洋
文
庫
、
第
一
二
四
巻
、
一
九
六
八
年
。

28
．
古
賀
謹
一
郎
『
西
使
日
記
』（『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
』
付

録
之
一　

一
九
一
三
年
【
所
収
】）

29
．
中
村
喜
和
「
幕
末
期
日
露
交
流
の
一
面　

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
が
見
た
日
本
人
と

日
本
人
の
見
た
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
」【
一
橋
大
学
語
学
研
究
室
『
言
語
文
化
』
一

九
九
四
年
、
第
三
一
号
】
三
―
一
五
頁
。

30
．Lensen G.A

. Russia’s Japan Expedition of 1852-1855. Gainesville: 
U

niversity of Florida Press, 1955. 208 p.

○
附
録
一

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト
の
主
要
業
績

１
． А

ртиллерийск ое учение. С
П

б., 1847.

２
．В

ооруж
ение военны

х судов. С
П

б., 1849 ( в 1851 г. монография 

удостоена Д
емидовской премией И

мператорской А
кадемии наук).

３
．П

рибор для сосредоточения вы
стрелов//М

орской сборник. 1849. №
 

1 (совместно с А
.А

. П
оповы

м).

４
．Н

есколько слов о турецком флоте (из писем морского офицера)//

М
орской сборник. 1851. №

 4.

５
．С

остояние испанского королевского флота//М
орской сборник. 1852. 

№
 1.

６
．Результаты

 опы
тов над ж

елезом для определения разруш
ения, 

производимого в него ядрами//М
орской сборник. 1852. №

 7.

７
．О

 плавании фрегата «П
аллада» из А

нглии на мы
с Д

оброй Н
адеж

ды
 

и в Зондский пролив в 1853 г. (И
з письма капитан-лейтенанта К

.Н
. 

П
осьета)//М

орской сборник. 1853. №
 9.

８
．И

спы
тания ж

елезны
х станков изобретения вице-адмирала Ш

анца и 

титулярного советника А
ндреева//М

орской сборник. 1858. №
 4.

９
．О

б испы
тании станков 30-и 60-фунтовы

х пуш
ек, произведенном на 

корабле «П
рохор» в 1857 г.//М

орской сборник. 1859. №
 9.

10
．Рапорт Его И

мператорскому  В
ы

сочеству Генерал-адмиралу вице-

адмирала 
П

осьета 
[о 

круш
ении 

фрегата 
«А

лександр 
Н

евский»]//

М
орской сборник. 1868. №

 11.

11
．И

звлечения 
из 

рапортов 
генерал-адъю

танта 
П

осьета 
Его 

И
мператорскому 

В
ы

сочеству 
Генерал-адмиралу 

о 
плавании 

в 

В
еликим 

К
нязем 

А
лексеем 

А
лександровичем 

из 
А

рхангельска 
к 

Н
овой Земле, затем к о. И

сландии и обратно в К
ронш

тадт (в 1870 г.)//

М
орской сборник. 1870. №

 9, №
 10.

12
．Рапорт 

генерал-адъю
танта 

П
осьета 

Е
го 

И
м

ператорском
у 

В
ы

сочеству Генерал-адмиралу от 27. 10. 1870 г. [о плавании к 

А
рхангельску, Н

овой Земле и о. И
сландии]//М

орской сборник. 1871. 

№
 

2 
и 

отдельны
й 

оттиск: 
И

звлечения 
из 

рапортов 
начальника 

（
103
）
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практической эскадры
 генерал-адъю

танта П
осьета. В

 плавании в 

1871–1872 гг. к берегам С
еверной А

мерики, затем в Тихом океане//

М
орской сборник. 1872. №

 2, 5, 8, 9, 12, 1873. №
 2, 4-8.

13
．П

о 
поводу 

назначения 
генерал-адъю

танта 
П

осьета 
министром 

путей сообщ
ения//Бю

ллетень В
едомости. 1874. №

 191.

14
．О

бозрение 
М

ариинского 
водного 

пути 
г. 

министром 
путей 

сообщ
ения генерал-адъю

тантом К
.Н

. П
осьетом. [В

 сентябре 1875 г.]. 

П
етрозаводск, 1875.

15
．М

инистр путей сообщ
ения генерал-адъю

тант К
.Н

. П
осьет//В

И
л. 

1875. №
 316.

16
．К

.Н
. П

осьет//Газ. А
. Гатцука. 1875. №

 35.

17
．К

.Н
. П

осьет//К
ругозор. 1876. №

 26. С
. 420 (портрет). С

луж
ба 

адмирала 
К

.. 
П

осьета 
в 

морском 
ведомстве//П

равительственны
й 

В
естник. 1886. №

 278 и отдельны
й оттиск.

18
．А

дреса разны
м лицам…

 Рига, 1886.

19
．П

разднование 50-летия служ
бы

 в официальны
х чинах министра 

путей сообщ
ения генерал-адъю

танта адмирала К
.Н

. П
осьета. О

тчет 

ю
билейной комиссии. С

П
б., 1887.

20
．П

рекращ
ение ссы

лки в С
ибирь. Записка генерал-адъю

танта К
.Н

. 

П
осьета//РС

. 1889. №
7.

21
．И

сследование 
причины

 
круш

ения 
И

м
ператорского 

поезда 

17.10.1888 г. на Курско-Х
арьковско-А

зовской ж
елезной дороге. С

П
б., 

1902 (литогр.).

22
．Ермаков И

.И
. А

дмирал П
осьет почетны

й граж
данин Тю

мени//

А
рхив Урала. 1995, №

 2.

23
．Н

екролог: С
пасение на водах (Э

кстренны
й номер). С

П
б., 1899.

○
附
録
二

目
録

 

帝
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
移
管
さ
れ
た
侍
従
武
官
長
、
故
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ

コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト
提
督
収
集
の
書
籍
と
地
図
。（П

ротокол 
общ

его 

собрания, 4 сентября 1899 параграф 103

）。

A
．
日
本
語
文
献
【（　

）
内
、
文
献
に
対
す
る
ク
リ
モ
フ
注
】

１
．『
國
華
餘
芳
』（T

he book containing copies of antiques, stored as 
treasures in Shosow

in, the im
perial treasurehouse at N

ara.

）
一
―

一
２
．『
朝
陽
閣
鍳
賞
』（
日
本
の
布
地
見
本
帖
）
一
―
一

３
．『
和
漢
年
歴
箋
大
成
』（
中
日
年
代
記
）
一
―
一

４
．『
皇
和
魚
譜
』（
日
本
魚
類
学
）
一
―
一

５
．『
繪
本
龍
之
都
』（
日
本
の
魚
と
蝦
の
絵
本
）

６
．（
様
々
な
場
合
の
書
簡
挨
拶
文
例
集
）
一
―
一

７
．
a）
『
近
世
史
略
』
三

　

b）
『
海
軍
兵
學
寮
規
則
』
一
―
一

　

c）
『
海
軍
省
總
人
員
槪
表
』　

d）
『
艦
舩
明
細
票
』（
表
二
枚
）

８
．
a）
『
新
縣
圖
譜
』　

b）
『
長
崎
港
全
圖
』　

c）
『
銅
判
大
東
寳
艦
』　

d）
『
萬

壽
御
江
戸
繪
圖
』（
日
本
地
図
）

９
．
魯
西
亜
單
語
篇
』（
長
崎
で
発
行
さ
れ
た
ロ
シ
ア
語
綴
入
門
書
）
一
―
一

10
．『
海
軍
歴
史
』（
日
本
語
著
作
）
九
―
一

11
．『
陸
軍
歴
史
』（
日
本
語
著
作
。
洋
綴
本
）
二

12
．『
大
日
本
貨
幣
精
圖
』（
日
本
貨
幣
の
図
）
一
―
一

13
．『
大
禮
服
制
汎
則
』（
一
八
七
三
年
以
降
の
日
本
の
軍
服
）
一
―
一

（
104
）
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B
．
中
国
語
文
献

14
．『
袖
珍
爵
秩
全
函
』（
中
国
の
暦
）
六
―
一

15
．『
金
屋
型
儀
』『
福
世
律
梁
』『
開
煤
要
法
』（
中
国
語
の
書
籍
三
冊
）

16
．（
わ
ら
半
紙
に
書
か
れ
た
ア
ル
バ
ム
二
冊
、
題
名
な
し
）
二
―
二

17
．『
華
英
通
用
雑
話
』（Chinese and English V

ocabulary. Part first.

）

一
―
一

C
．
ロ
シ
ア
語
文
献

18
． Д

невник поездки в П
ань-Ш

ань. С
пб. 1874.

19
． Танъ-В

анъ-Гэ. К
ит айская ода времен династии Танъ. С

П
б. 1874.

20
． П

уцилло. О
пы

т Русско-к орейского словаря. С
П

б. 1874.

21
． П

ьянков. Корейская азбука. С
П

б. 1874.

22
． О

рлов. Г рамматика маньчж
урского язы

ка. С
П

б. 1873.

23
．Гош

кевич. Я
поно-русский словарь.【С

П
б.1867
】 [23-го ию

ня 1899 

года. А
.]

○
附
録
三

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト
の
略
歴

　

海
軍
歴
は
一
八
三
五
年
か
ら
。
一
八
三
六
年
士
官
、
一
八
六
一
年
四
月
二
三
日
海

軍
少
将
、
一
八
六
六
年
一
〇
月
二
八
日
侍
従
武
官
長
、
一
八
六
八
年
一
月
一
日
海
軍

中
将
。

　

主
な
受
勲
は
以
下
の
通
り
。

　

一
八
六
四
年
聖
ア
ン
ナ
勲
章
。

　

一
八
五
〇
年　

 （
上
納
さ
れ
た
著
作
『
軍
艦
の
武
装
【« В

ооруж
ение 

военны
х 

судов»

】』
に
対
し
）
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
一
世
お
よ
び
コ
ン
ス
タ
ン
・

ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大
公
よ
り
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
指
輪
を
下
賜
さ
れ

る
。

　

一
八
五
四
年　

一
五
年
間
の
模
範
的
勤
務
に
対
す
る
勲
功
章
。

　

一
八
五
五
年　

聖
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
四
等
勲
章
。

　

一
八
五
六
年　

 

一
八
五
三
年
か
ら
一
八
五
六
年
の
戦
争
従
軍
記
念
の
青
銅
メ
ダ
ル

を
下
賜
さ
れ
る
。

　

一
八
五
七
年　

ア
ン
ナ
二
等
勲
章
（
対
日
条
約
で
の
功
績
に
対
し
て
）。

　

一
八
五
九
年　

二
〇
年
間
勤
続
模
範
的
勤
務
に
対
す
る
勲
功
章
。

　

一
八
六
三
年　

 

聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
三
等
勲
章
。
一
八
六
四
年
カ
フ
カ
ー
ス
制
圧
記

念
十
字
勲
章
。

　

一
八
六
五
年　

聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
一
等
勲
章
。

　

一
八
六
九
年　

王
冠
附
聖
ア
ン
ナ
一
等
勲
章
。

　

一
八
七
〇
年　

 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
飾
り
と
皇
帝
の
肖
像
画
附
の
タ
バ
コ
入
れ
を
下
賜

さ
れ
る
。

　

一
八
七
三
年　

聖
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
二
等
勲
章
。

　

一
八
七
五
年　

 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
飾
り
と
皇
帝
の
肖
像
画
附
の
金
の
タ
バ
コ
入
れ
を

下
賜
さ
れ
る
（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
大

公
の
成
人
記
念
）。

　

一
八
八
〇
年　

聖
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ネ
フ
ス
キ
ー
勲
章
。

　

一
八
八
三
年　

 

聖
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
一
等
勲
章
。
モ
ス
ク
ワ
の
キ
リ
ス
ト
復
活
大
聖

堂
完
成
・
聖
化
記
念
メ
ダ
ル
。

　

一
八
八
六
年　

 

聖
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ネ
フ
ス
キ
ー
勲
章
に
付
け
る
海
難
救
助
協

会【О
бщ

ество спасения на водах

】の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
徽
章（
士

官
勤
続
五
〇
年
記
念
）。

　

一
八
八
八
年　

 
五
〇
年
間
勤
続
模
範
的
勤
務
に
対
す
る
勲
功
章
、
同
年
銀
貨
で
年

額
四
一
九
四
ル
ー
ブ
ル
三
五
コ
ペ
イ
カ
の
終
身
年
金
を
下
賜
さ
れ
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る
。

　

外
国
の
勲
章
も
受
章
し
て
い
る
。

　

一
八
六
四
年　

 
プ
ロ
シ
ャ
の
星
附
王
冠
二
等
勲
章
。
ヘ
ッ
セ
ン
の
星
附
リ
ュ
ド

ヴ
ィ
ク
勲
章
。
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
の
星
附
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
一

等
勲
章
。

　

一
八
六
六
年　

 

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
塔
と
剣
二
等
勲
章
。
オ
ラ
ン
ダ
の
ダ
ネ
ブ
ロ
グ
勲

章
。

　

一
八
六
八
年　

 

ト
ル
コ
の
メ
ジ
ィ
デ
ィ
イ
エ
【М

едж
идие

】
一
等
勲
章
。
ギ
リ

シ
ャ
の
救
世
主
一
等
勲
章
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
キ
リ
ス
ト
一
等
勲
章
。

　

一
八
七
九
年　

プ
ロ
シ
ャ
の
赤
鷲
勲
章
大
十
字
章
。

　

一
八
八
〇
年　

 

ペ
ル
シ
ャ
の
獅
子
と
太
陽
一
等
勲
章
。
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
ダ
ニ
ー

ル
公
一
世
一
等
勲
章
。

　

一
八
八
一
年　

日
本
の
旭
日
一
等
勲
章
【
勲
一
等
旭
日
勲
章
】。

　

以
上
の
他
に
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
、
今
日
の
ロ
シ
ア
国
旗
に
直
接
の
関
わ
り
を
持
っ
て

い
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
は
モ
ス
ク
ワ
で
の
自
身
の
戴
冠
式
の
際
、
ク
レ
ム
リ

ン
が
白
・
黄
・
黒
で
飾
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
町
は
白
・
青
・
赤
で
飾
ら
れ
た
こ
と

に
注
意
を
向
け
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
【
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト
】
を
議
長

と
す
る
統
一
国
旗
選
定
委
員
会
が
創
設
さ
れ
た
。
Ｅ
・Ｖ
・
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
こ
れ
に

関
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
委
員
会
の
下
し
た
決
定
を
以
下
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。『
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
白
・
青
・
赤
の
旗
は
二

百
年
近
く
の
歴
史
を
持
つ
。
こ
の
旗
に
は
紋
章
学
的
裏
付
け
も
認
め
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
モ
ス
ク
ワ
の
紋
章
は
、
赤
地
に
青
い
マ
ン
ト
を
纏
っ
た
白
い
騎
士
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
こ
の
三
色
に
つ
い
て
は
海
軍
で
用
い
ら
れ
て
い
る
旗
も
そ

れ
を
正
当
化
す
る
。
一
方
、
白
・
黄
・
黒
の
色
は
歴
史
的
に
も
紋
章
学
的
に
も
根
拠

を
持
た
な
い
』。
ポ
シ
ェ
ッ
ト
提
督
の
委
員
会
の
決
定
に
基
づ
い
て
、
白
・
青
・
赤

の
旗
が
国
旗
と
し
て
皇
帝
に
よ
り
裁
可
さ
れ
た
」。 

（
翻
訳
・
有
泉
和
子
）

〔
注
〕

（
１
）　

日
付
は
文
書
史
料
に
基
づ
き
ユ
リ
ウ
ス
暦
【
露
暦
】。

（
２
）　Черевко К

.Е. Россия на рубеж
ах Я

понии, К
итая и С

Ш
А

 (2-я половина 
X

V
II-начало X

X
I века). М

.: И
нститут русской цивилизации, 2010.

（
３
）　

Ф
айнберг 

Э
.Я

. 
Русско-японские 

отнош
ения 

в 
1697- 1875 

гг. 
М

.: 
И

здательство восточной литературы
, 1960. С

. 159.

（
４
）　Lensen G

.A
. R

ussia’s Japan Expedition of 1852-1855. G
ainesville: U

niversity 
of Florida Press, 1955. P. 68-69.

（
５
）　П

устовой Е.В
. Русские корабли на Рю

кю
 в 1854 г. В

ладивосток: «Русский 
О

стров», 2013.

（
６
）　

こ
こ
で
は
い
く
つ
か
だ
け
挙
げ
る
。Н

акамура 
Ёсикадзу.【

中
村
喜
和
】И.А

. 
Гончаров у японцев//Н

езримы
е мосты

 через Я
понское море, И

стория и 
литература в поле русско-японских воздействий, С

П
б., 2003. С

. 34-43

【
初
出

は
一
九
八
八
年
。И

. 
А

. 
Гончаров 

у 
японцев//Л

итература 
и 

искусство 
в 

системе культуры
. М

., 1988. С
. 411-420.

】、
中
村
喜
和
「
幕
末
期
日
露
交
流
の
一

面　

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
が
見
た
日
本
人
と
日
本
人
の
見
た
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
」【
一
橋
大
学

語
学
研
究
室
『
言
語
文
化
』1994, N

o. 31. pp. 3-15.

初
出
ロ
シ
ア
語
論
文
「И

.А
. 

Гончаров у японцев // Л
итература и искусство в системе культуры

. М
., 

1988.

」
に
最
小
限
の
字
句
訂
正
を
加
え
日
本
語
に
直
し
た
も
の
】。С

авада К
.【

澤
田

和
彦
】Гончаров в Я

понии. Japanese Slavic and East European Studies. Vol. 4. 
K

yoto, 1983. C
. 95 -109.【

日
本
ス
ラ
ヴ
・
東
欧
学
会
】

（
７
）　

ロ
シ
ア
の
文
献
で
は
、一
九
〇
四
年
で
も
那
覇
は
ま
だ「
ナ
バ
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
島
は
既
に
ポ
シ
ェ
ッ
ト
の
手
帳
に
あ
る
よ
う
に
大
琉
球
島
で
は
な
く
、
沖

縄
島
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
那
覇
市
の
人
口
は
一
八
九
八
年
に
三
五
四
五
三
人
で

あ
っ
た
（Буров 

Д
.М

. 
Н

аселение 
Я

понии//Я
пония 

и 
ея 

обитатели. 
С

 
прилож

ениемъ 
очерка 

«Корея 
и 

корейцы
». 

С
.-П

етербург: 
Типография 

（
105
）
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А
кционерного общ

ества «Брокгаузъ–Ефронъ», 1904. С
. 148.

）
Ｓ
・
Ｄ
・
ム
ラ

ヴ
ェ
イ
ス
キ
ー
は
那
覇
は
ロ
シ
ア
人
に
「
ナ
パ
」
と
か
「
ナ
フ
ァ
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
と
指
摘
し
て
い
る
（М

уравейский С
.Д

. И
.А

. Гончаров и его плавание на 
фрегате «П

аллада», вступительная статья//Гончаров И
.А

. Ф
регат «П

аллада». 
О

черки путеш
ествия. М

.: Государственное И
здательство географической 

литературы
., 1949. С

. 44.

）

（
８
）　Ф

айнберг И
.Я

. Указ. соч. С
. 170, 173-174.

（
９
）　М

орской энциклопедический словарь в 3-х тт. Т. 2. С
П

б.: Судостроение, 
1993. С

. 544-545.

（
10
）　К

ронш
тадтский вестник, 1873 г., 24 января (5 февраля), №

 11. С
. 37-38.

（
11
）　

ナ
ン
ト
の
勅
令
と
は
、
一
五
九
八
年
ア
ン
リ
四
世
が
出
し
た
信
仰
の
自
由
を
約
束

し
た
勅
令
。
一
六
八
五
年
ル
イ
十
四
世
が
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
勅
令
で
廃
止
し

た
。【
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
勅
令
以
降
】
宗
教
迫
害
が
起
こ
り
【
む
し
ろ
特
権
の

剥
奪
。宗
教
上
の
問
題
ば
か
り
で
は
な
く
国
際
政
治
外
交
、経
済
上
の
問
題
。ユ
グ
ノ
ー

は
商
工
業
者
が
多
か
っ
た
】、
何
十
万
人
も
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ

リ
ス
、
ス
イ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ロ
シ
ア
、
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
に
逃
れ
た
。

（
12
）　Бондаренко Ю

. А
дмирал П

осьет//К
расная звезда. 9 февраля 2010 г.

（
13
）　Там ж

е.

（
14
）　

フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
は
五
十
二
門
砲
、
一
八
三
一
年
一
一
月
二
日
サ
ン
ク

ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
造
船
所
で
起
工
、
一
八
三
二
年
九
月
一
日
進
水

さ
れ
た
。
建
艦
責
任
者
は
Ｖ
・
Ｆ
・
ス
ト
ー
キ
エ
陸
軍
大
佐
。
長
さ
五
二
・
七
ｍ
、
幅

一
三
・
三
ｍ
。（Д

анилов 
А

.М
. 

Л
инейны

е 
корабли 

и 
фрегаты

 
русского 

парусного флота. М
инск: «А

малфея», 1996. С
. 176-177.

）

（
15
）　В

сеподданнейш
ий 

отчет 
генерал-адъю

танта 
графа 

Е.В
. 

П
утятина 

о 
плавании отряда военны

х судов наш
их в Я

понию
 и К

итай. 1852-1855. 
Н

оябрь 1855–март 1856 г. С
.-П

етербург. С
. 42-43.

（
16
）　Там ж

е. С
. 60.

（
17
）　Ш

мидт П
.Ю

. П
рирода Я

понии//Я
пония и ея обитатели. С

 прилож
ением 

очерка 
«Корея 

и 
корейцы

». 
С

.-П
етербург: 

Типография 
А

кционерного 
общ

ества «Брокгаузъ-Ефронъ», 1904.С
. 3.

（
18
）　Там ж

е. С
. 12.

（
19
）　Ранцов В

.Л
. И

сторический очерк Я
понии//Я

пония и ея обитатели. С
 

прилож
ением 

очерка 
«Корея 

и 
корейцы

». 
С

.-П
етербург: 

Типография 
А

кционерного общ
ества «Брокгаузъ-Ефронъ», 1904. С

. 84.

（
20
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 471.

（
21
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 465.

（
22
）　В

сеподданнейш
ий 

отчет 
генерал-адъю

танта 
графа 

Е.В
. 

П
утятина 

о 
плавании отряда военны

х судов наш
их в Я

понию
 и К

итай. 1852-1855. 
Н

оябрь 1855 - март 1856 г. С
.- П

етербург. С
. 61-62.

（
23
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 18.

（
24
）　Гончаров И

.А
. Через двадцать лет//Гончаров И

.А
. С

обрание сочинений в 
ш

ести томах. Т. 3. М
.: Библиотека “О

гонек”. И
здательство “П

равда”, 1972. 
С

. 439.

（
25
）　

海
事
サ
ー
ジ
ェ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
の
度
量
衡
の
単
位
フ
ィ
ー
ト（fathom

）と
関
連
し
、

海
上
で
の
距
離
や
水
深
の
単
位
で
あ
る
。
七
フ
ィ
ー
ト
サ
ー
ジ
ェ
ン
（
一
・
八
二
九
ｍ
）

は
ロ
シ
ア
で
は
一
五
世
紀
か
ら
導
入
さ
れ
た
が
、
一
九
三
二
年
に
廃
止
さ
れ
た
。【
一

海
事
サ
ー
ジ
ェ
ン
は
一
・
八
二
九
ｍ
。「
サ
ー
ジ
ェ
ン
」
は
メ
ー
ト
ル
法
施
行
前
の
ロ

シ
ア
の
長
さ
の
単
位
だ
が
、
海
上
で
は
一
・
八
二
九
ｍ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
陸
上
で

は
約
二
・
一
三
四
ｍ
。
１
フ
ィ
ー
ト
＝
三
〇
・
四
八
㎝
】

（
26
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 22 об.

（
27
）　П

устовой Е.В
. Русские корабли на Рю

кю
 в 1854 г. В

ладивосток: “Русский 
О

стров”, 2013. С
. 20-21.

（
28
）　Ц

ит. по: П
устовой Е.В

. Русские корабли на Рю
кю

 в 1854 г. В
ладивосток: 

«Русский О
стров», 2013. С

. 23.

（
29
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 469.

（
30
）　

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
こ
の
町
の
こ
と
を「
ナ
パ
、あ
る
い
は
、ナ
パ
キ
ヤ
ン
」と
も
言
っ

て
い
る
。（Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 473.

）【
以
下
、
那
覇
の
言
い
方
に

関
し
て
は
統
一
せ
ず
】
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（
31
）　В

сеподданнейш
ий отчет. С

. 61.

（
32
）　

Д
виж

ение 
судов. 

О
тряд 

генерал-адъю
танта 

П
утятина/[Ч

асть] 
II. 

О
фициальны

е статьи и известия. С
. 69//М

орской сборник. Т. X
II. №

 5. М
ай. 

С
анкт-П

етербург: Типография морского кадетского корпуса, 1854.

（
33
）　

お
そ
ら
く
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
英
国
艦
リ
ラ
号
【
ス
ル
ー
プ
艦
ラ
イ
ラ
号
艦
長
】
で
琉

球
を
訪
れ
た
バ
ジ
リ
・
ガ
ー
リ
（
一
七
八
八
―
一
八
四
四
）【
べ
イ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル

（B
asil H

all

）】
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
（H

all B. A
ccount of a voyage of discovery 

to w
est coast of C

ora. London, 1818

）。
だ
が
ホ
ー
ル
が
沖
縄
島
を
訪
れ
た
の
は

一
八
一
六
年
で
あ
る
。

（
34
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 13.

（
35
）　Там ж

е. Л
л. 18–22 об.

（
36
）　Там ж

е. Л
. 23.

（
37
）　Там ж

е. Л
. 22 об.

（
38
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 22 об.

（
39
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 472.

（
40
）　

パ
ル
ゴ
ロ
ヴ
ォ
と
は
帝
政
ロ
シ
ア
の
首
都
の
北
郊
外
、
今
日
の
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
の
北
地
区
。

（
41
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 473.

（
42
）　Там ж

е. С
. 475-476.

（
43
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 23 об.

（
44
）　Там ж

е 24 об.

（
45
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 24 об.

（
46
）　

斤
は
重
さ
を
計
る
単
位
、
約
六
〇
〇
グ
ラ
ム
。

（
47
）　П
устовой Е.В

. Указ. соч. С
. 41.

（
48
）　Там ж

е. С
. 50.

（
49
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 480.

（
50
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 480.

（
51
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 26.

（
52
）　Там ж

е. Л
. 26 об.

（
53
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 473.

（
54
）　Там ж

е. 475.

（
55
）　
『
四
人
の
福
音
伝
道
者
』
は
四
つ
の
正
典
福
音
書
の
著
者
、
マ
タ
イ
、
ヨ
ハ
ネ
、
ル

カ
、
マ
ル
コ
の
こ
と
で
あ
る
。
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
の
古
文
書

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
『
ル
カ
伝
福
音
書
』（
路
加
伝
福
音
書
）
の
木
版
刷
（
整
理
番

号
Ｃ
一
六
）
が
あ
る
。
一
九
一
〇
年
に
Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
チ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

か
ら
移
管
さ
れ
た
。
同
研
究
所
上
席
研
究
員
Ｋ
・
Ｇ
・
マ
ラ
ン
ヂ
ァ
ン
に
よ
れ
ば
、

こ
の
木
版
刷
は
一
八
五
五
年
に
香
港
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
琉
球
語
へ
の
翻

訳
を
為
し
た
の
はB

ernanrd 
B

ettelgeim

で
あ
る
（
Ｋ
・
Ｇ
・
マ
ラ
ン
ヂ
ァ
ン
は

「Беттельхайм

」
と
転
写
し
て
い
る
（М

арандж
ан К

.Г. “Евангелие от Луки” из 
собрания 

И
В

Р 
РА

Н
//Л

окальное 
наследие 

и 
глобальная 

перспектива. 
“Традиционализм” и “револю

ционизм” на В
остоке. X

X
V

II М
еж

дународная 
научная конференция по источниковедению

 и историографии стран А
зии и 

А
фрики, 24-26 апреля 2013г.: Тезисы

 докладов. С
П

б.: В
осточны

й факультет 
С

П
бГУ, 2013. С

. 171

）。
上
記
論
文
を
よ
り
詳
し
く
し
た
も
の
が
《Евангелие от 

Луки

》【「
ル
カ
伝
福
音
書
」】
と
し
て
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
東
洋

古
籍
文
献
研
究
所
論
集
『Страны

 и народы
 В

остока

』【『
東
洋
の
諸
国
と
民
族
』】

に
今
年
掲
載
さ
れ
る
予
定
。

（
56
）　
「
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
」
は
ロ
ー
マ
の
キ
リ
ス
ト
教
団
信
者
た
ち
に
宛
て
た
使
徒
パ

ウ
ロ
の
書
簡
で
、
パ
ウ
ロ
の
教
え
を
簡
略
に
述
べ
た
も
の
。

（
57
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 481.

（
58
）　

フ
ン
ト
は
ロ
シ
ア
の
度
量
衡
、
量
の
単
位
、
１
フ
ン
ト
は
約
四
〇
九
・
五
一
二
四
一

ｇ

（
59
）　

数
字
が
正
確
に
判
読
で
き
た
と
は
確
言
で
き
な
い
。
手
帳
は
普
通
の
鉛
筆
で
、
大

抵
の
場
合
、
急
い
で
書
か
れ
て
お
り
、
鉛
筆
書
き
の
文
字
は
薄
れ
、
時
に
は
完
全
に

消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
数
字
の
四
七
は
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
が
、
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そ
の
次
の
文
字
は
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
。
そ
の
字
は
数
字
の
「
２
」
に
も
取
れ
る
が
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
に
「
г
」「
ч
」
の
筆
記
体
と
も
取
れ
、
さ
ら
に
ま
た
別
の
文

字
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
に
「472 000 000  русских фунтов

」
と
書
か
れ
て
い
る

と
す
れ
ば
、
総
量
は
米
一
九
万
三
千
二
百
ト
ン
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
60
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 27.

（
61
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 479.

（
62
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 478.

（
63
）　Там ж

е. С
. 479.

（
64
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 28.

（
65
）　И

диом

【
慣
用
句
、
イ
デ
ィ
オ
ム
の
意
】
と
い
う
言
葉
は
こ
こ
で
は
方
言
と
と
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

（
66
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 479.

（
67
）　Там ж

е. С
. 479.

（
68
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 31.

（
69
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 29.

（
70
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 472.

（
71
）　Там ж

е. С
. 475.

（
72
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 30.

（
73
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 486.

（
74
）　Там ж

е. С
. 486.

（
75
）　

タ
ロ
イ
モ
は
イ
モ
の
一
種
、
ラ
テ
ン
名
は
「C

olocasiaesculenta

」

（
76
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 32 об.

（
77
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 474.

（
78
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 

1854 г. Л
. 31.

（
79
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

л. 33-33 об.

（
80
）　

デ
ィ
ア
ナ
号
は
五
四
門
砲
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
、
一
八
五
一
年
五
月
二
一
日
ア
ル
ハ
ン

ゲ
リ
ス
ク
で
起
工
、
一
八
五
二
年
五
月
一
九
日
進
水
。
建
艦
責
任
者
は
Ｆ
・
Ｔ
・
ザ

ク
リ
ャ
エ
フ
陸
軍
大
佐
（Д

анилов А
.М

. Л
инейны

е корабли и фрегаты
 русского 

парусного флота. М
инск: А

мафея, 1996. С
. 182-183.

）

（
81
）　В

ы
писка из письма Кап Л

ейт. Л
есовского, Командира фрегата Д

иана. 
В

алпарайзо, М
ая 3/15 дня 1854/ [Часть] III. Часть учено-литературная. 

С
месь. С

. 70//М
орской сборник. 

Т. 
X

II. 
№

 
5. М

ай. С
анкт-П

етербург: 
типография М

орского кадетского корпуса. 1854.

（
82
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 487.

（
83
）　В

сеподданнейш
ий отчет. С

. 192.

（
84
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

л. 33 об.–34 об.

（
85
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 479.

（
86
）　В

сеподданнейш
ий отчет. С

. 192.

（
87
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 34 об.

（
88
）　Там ж

е. Л
. 34 об.

（
89
）　Там ж

е. Л
. 34 об.

（
90
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 487.

（
91
）　Гончаров И

.А
. Указ. соч., 1949. С

. 474.
（
92
）　П

устовой Е.В
. Указ. соч. С

. 58-59.
（
93
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 35 об.

（
94
）　П

устовой Е.В
. Русские корабли на Рю

кю
 в 1854 г. В

ладивосток: «Русский 
О

стров», 2013. С
. 28.

（
95
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г.  Л

. 36 об.
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（
96
）　

二
月
九
日
、
ロ
シ
ア
艦
隊
が
沖
縄
島
を
出
港
し
た
こ
の
日
、
英
仏
は
ロ
シ
ア
と
断

交
し
た
。
こ
の
こ
と
を
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
は
ま
だ
知
ら
な
い
。

（
97
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 37-37 об.

（
98
）　Д

виж
ение 

судов. 
О

тряд 
генерал-адъю

танта 
П

утятина/ 
[Ч

асть] 
II. 

О
фициальны

е статьи и известия. С
. 68–69//М

орской сборник. Т. X
II. №

 5. 
М

ай. С
анкт-П

етербург: Типография морского кадетского корпуса, 1854.

（
99
）　

マ
ニ
ラ
で
ロ
シ
ア
人
海
軍
軍
人
た
ち
は
、
英
仏
艦
が
複
数
黒
海
に
進
入
し
、
戦
争

が
不
可
避
に
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。

（
100
）　РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 1247. О
пись 1. Д

ело 12. Записны
е книж

ки П
осьета, №

 7, 
1854 г. Л

. 38.

（
101
）　Там ж

е. Л
. 39.

（
102
）　

Д
виж

ение 
судов. 

О
тряд 

генерал-адъю
танта 

П
утятина/ [Ч

асть] 
II. 

О
фициальны

е статьи и известия. С
. 69//М

орской сборник. Т. X
II. №

 5. М
ай. 

С
анкт-П

етербург: Типография морского кадетского корпуса, 1854.

（
103
）　

主
要
業
績
の
目
録
は
Ｄ
・
Ｎ
・
シ
ー
ロ
フ
の
研
究
書
に
基
づ
く
。（Ш

илов Д
. Н

. 
Государственны

е деятели Российской империи 1802-1917. Главы
 вы

сш
их и 

центральны
х учреж

дений 1802-1917. Биобиблиографический справочник. 
И

здание второе исправленное и дополненное. С
П

б.: И
зд-во «Д

митрий 
Буланин», 2002. С

. 605-606.

）

（
104
）　

亡
き
Ｋ
・
Ｎ
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト
か
ら
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
移
管
さ
れ
た
学
術
文
献
一

覧
は
次
の
刊
行
物
に
従
っ
て
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。M

usei 
A

siatica. 
Petropoli-

tani. N
otitiaeI, II, III. C

urante C
. Salem

ann. Petropoli: O
fficina Typographica A

c-
adem

iae C
aesareae Scientiarum

, 1902. P. 076, 077.

（
105
）　О

бщ
ий флотский список. О

собы
, состоящ

ие в М
орском ведомстве. С

анкт-
П

етербург: Типография М
орского М

инистерства, 1876. С
. 47.
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